
雪の舞う中 はしご乗り
1月10日（消防出初式）



平
成
22
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告
及

び
町
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の
申

告
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
税
務
課
で

は
、
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
日
程
通
り
、

２
月
16
日
（
水
）
か
ら
３
月
15
日
（
火
）

ま
で
、
自
主
申
告
と
そ
れ
に
伴
う
相
談

を
行
い
ま
す
。

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ

る
方
に
は
、
事
前
に
、
申
告
案
内
状
を

送
付
し
ま
す
。
当
日
は
、
そ
の
案
内
状

を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

税
務
署
で
の
確
定
申
告
と
納
税
は
お

早
め
に
、
大
刀
洗
町
で
の
申
告
は
決
め

ら
れ
た
期
日
に
各
会
場
で
正
し
く
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。

いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

スタート

平成 23 年 1 月 1 日現在、

大刀洗町に居住していま

したか？

平成 23 年 1 月 1 日現在、

大刀洗町に自分が所有す

る事業所・事務所・家屋

がありますか？

平 成 23 年 1 月 1 日

現在、居住していた

市区町村に確認して

ください

平成 22 年 1 月 1 日から

12 月 31 日までに収入

がありましたか？

あなたは国民健康保険に

加入していますか？

申告会場で町県民税

の申告をする必要が

あります

あなたは、給与所得者で

すか？

同居親族の扶養控除対象

者となっていますか？

申告の義務はありませ

んが、証明書発行等の

資料となりますので、

申告にご協力ください

勤務先から大刀洗町へ給

与支払報告書が提出され

ていますか？

税務署から申告書が送付

されていますか？

町県民税の申告は不

要です

給与以外に事業所得、株

式の配当、不動産所得、

年金などの所得がありま

すか？

税務署に確定申告をしま

すか？所得税の申告（納

付または還付）

申告会場で町県民税

の申告をする必要が

あります

給与以外の所得が 20 万

円を超えていますか？

町県民税の申告は不

要です

税務署へ確定申告を

する必要があります

町・県民税の申告が必要な方とは？

もう準備は
　お済みですか？

確定申告
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所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

・
事
業
所
得
（
商
業
、
工
業
、
農
業
等
）

や
不
動
産
所
得
等
（
地
代
、
家
賃
）

の
あ
っ
た
方

・
給
与
所
得
者
で
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

な
い
方

・
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

の
合
計
金
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
箇
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
方

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
大
刀
洗

町
に
住
ん
で
お
り
、
平
成
22
年
中
に

所
得
の
あ
っ
た
方

・
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
に
20
万
円

以
下
の
所
得
の
あ
っ
た
方

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
所
得

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
告
が
必

要
で
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
町
県
民
税
の
申

告
は
不
要
で
す
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方　

・
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、

勤
務
先
か
ら
役
場
へ
源
泉
徴
収
票
が

提
出
さ
れ
て
い
る
方

・
家
族
や
親
族
が
自
分
を
扶
養
と
し
て

所
得
税
の
確
定
申
告
又
は
町
県
民
税

申
告
を
さ
れ
て
い
る
方

税務署から青色・黄色・若草色の封筒で申告案内状が届いている方、青色申告の方、土地や建物を売ったり
株式等で譲渡所得がある方、住宅借入金等特別控除（初年度のみ）等がある方は、税務署で申告をしてください。

また、税務署へ行けない方は、行政区に関係なく、２月１６日から２月２１日の税務署納税相談日に申告して
ください。相談者が多いときは、翌日や税務署での申告をお願いすることもあります。
※上記以外の方は会場の混雑を避けるため、必ず決められた期日に各申告会場にて申告してください。

やむをえず決められた期日に申告できない方は、なるべく同じ校区の日をご利用ください。

校区名 期　日
申告指導行政区名及び受付時間

申告会場 電　話
午前 9 時～ 11 時 午後 1 時～ 3 時

菊
池
校
区

２月１６日（水）
山　　　　　隈

就業改善センター ７７－０２３９

税務署納税相談

２月１７日（木）
北　　鵜　　木
税務署納税相談

２月１８日（金）
北　　山　　隈

税務署納税相談（譲渡所得を含む）

２月２１日（月）
西　大　刀　洗
税務署納税相談

大
刀
洗
校
区

２月２２日（火） 下　　高　　橋

南部コミュニティー
センター ２３－２２１５

２月２３日（水） 高　        樋
２月２４日（木） 上　　高　　橋
２月２５日（金） 鵜　　木 中　　川
２月２８日（月） 今

本
郷
校
区

３月　１日（火） 東　　本　　郷

ふれあいセンター ２３－２２１１

３月　２日（水） 南　　本　　郷
３月　３日（木） 西　　本　　郷
３月　４日（金） 栄　　田 甲　　条
３月　７日（月） 稲　　数 春　　日
３月　８日（火） 西　　栄　　田

大
堰
校
区

３月　９日（水） 鳥　　飼 高　食・床　島
憩いの園大堰交流センター ２３－２０１４

３月１０日（木） 西　　原 守　　部
３月１１日（金） 菅　　　　　野

ぬくもりの館（役場東側） ７７－０１０１３月１４日（月） 冨　　　　　多
全町 ３月１５日（火） 予　　備　　日

※午前中の来場者数が多いときには、11時より早い時間に受付を終了させていただくことがありますのでご了承ください。
※申告に関するお問合せは	 大刀洗町役場　　税務課	 ☎ ７７- ０１０１ ( 内線１１７～１１９）
	 久留米税務署	 ☎ ３２- ４４６１

平成２２年分申告指導日程表
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申
告
の
と
き
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
平
成
22
年
中
の
所
得
が
証
明
で
き
る

も
の

・
給
与
、
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票　

・
給
与
明
細
書

・（
事
業
所
得
の
あ
る
方
）
収
支
が
明

ら
か
に
な
る
書
類
、
領
収
書

・（
農
業
所
得
の
あ
る
方
）
別
途
記
載

※
事
業
所
得
及
び
農
業
所
得
の
あ
る
方

は
、
記
帳
し
た
収
支
内
訳
書
を
会
場

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

③
国
民
健
康
保
険
税
納
付
証
明
書

※
平
成
22
年
中
に
大
刀
洗
町
に
転
入
し

た
方
の
み
前
居
住
地
の
市
（
区
）
役

所
・
町
村
役
場
か
ら
も
ら
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

④
国
民
年
金
納
付
証
明
書

（
問
合
せ
先　

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７
）

⑤
生
命
保
険
料
支
払
証
明
書

⑥
地
震
保
険
料
支
払
証
明
書

⑦
旧
長
期
保
険
料
支
払
証
明
書
（
平
成

18
年
12
月
31
日
ま
で
に
契
約
締
結
分
）

⑧
医
療
費
等
の
「
領
収
書
・
明
細
書
」

及
び
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金

額
の
明
細
書

⑨
障
害
者
控
除
を
受
け
る
場
合
、「
身

体
障
害
者
手
帳
」
等

※
精
神
や
身
体
に
障
害
の
あ
る
年
齢
65

歳
以
上
の
方
で
身
体
障
害
者
手
帳
が

な
い
方
は
、
健
康
福
祉
課
で
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
」
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
障
害
者
控
除
に
該
当

す
る
場
合
は
、「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

⑩
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
「
被
害
を

受
け
た
資
産
の
証
明
書
」「
写
真
」「
り

災
証
明
書
」「
修
繕
な
ど
の
請
求
書
」

「
保
険
金
が
確
認
で
き
る
書
類
」
な

ど
。

⑪
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
の
適
用
を
受

け
た
方
が
、
２
年
目
以
降
引
き
続
き

こ
の
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
税
務

署
が
発
行
す
る
「
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
証
明
書
」、
金
融
機
関
か
ら
の

「
住
宅
取
得
資
金
に
か
か
る
借
入
金

の
年
末
残
高
等
証
明
書
」

⑫
本
人
の
通
帳
の
口
座
番
号
が
分
か
る

も
の
（
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
方
）

⑬
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
送
ら
れ
て
き

た
方
は
、
そ
の
「
申
告
書
」

税
に
つ
い
て
の
問
合
せ
先

▽
所
得
税　

久
留
米
税
務
署

☎
３
２
・
４
４
６
１

▽
住
民
税　

役
場
税
務
課

(

内
線
１
１
８
・
１
１
９)

年
金
だ
よ
り

○
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
老
齢
・
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
な

ど
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も
出
て
き
ま
す
。

年
金
保
険
料
は
２
年
を
過
ぎ
る
と
時

効
に
よ
り
納
付
で
き
ま
せ
ん
。　
　
　

　

金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
コ
ン

ビ
ニ
の
窓
口
、
あ
る
い
は
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す
。　

○
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お
得

納
付
に
は
、
翌
年
３
月
分
ま
で
の
保

険
料
を
ま
と
め
払
い
す
る
と
、
割
引
の

あ
る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
毎

月
納
め
る
よ
り
お
得
な
う
え
、
納
め
忘

れ
も
防
ぎ
と
て
も
便
利
で
す
。

○
便
利･

安
心･

確
実
な
口
座
振
替
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
便

利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

保
険
料
を
当
月
末
の
口
座
振
替
【
早

割
】
に
す
る
と
、
月
々
50
円
（
年
間

６
０
０
円
）
の
お
得
、
１
年
分
ま
た
は

６
か
月
分
の
口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は

も
っ
と
お
得
で
す
。

★
★
　
お
申
込
み
方
法
　
★
★

○
役
場
や
年
金
事
務
所
で
、
口
座
振
替

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印

（
届
出
印
）
し
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
前
納
の
申
込
み
は
１
年
分
及
び
上
半

年
分
は
２
月
末
ま
で
、
下
半
年
分
は

８
月
末
ま
で
に
、
お
早
め
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。
な
お
、
既
に
口
座
振
替

で
前
納
し
て
い
る
方
は
、
届
出
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先

　

久
留
米
年
金
事
務
所 

☎
３
３
・
６
１
９
２

　

住
民
課　

住
民
係　

(

内
線
１
２
２
・
１
２
３)

平成22年度　国民年金保険料　納入額早見表
( 平成 22 年 4 月 1 日現在 )

納付方法
１か月分 ６か月分 １年分

保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

納付書による現金納付 15,100 円 ― 90,600 円 ― 181,200 円 ―

当月末口座振替 15,050 円 50 円 90,300 円 300 円 180,600 円 600 円

6 か月前納 ( 現金納付） ― ― 89,860 円 740 円 179,720 円 1,480 円

6 か月前納 ( 口座振替 ) ― ― 89,570 円 1,030 円 179,140 円 2,060 円

1 年前納 ( 現金納付） ― ― ― ― 177,980 円 3,220 円

1 年前納 ( 口座振替 ) ― ― ― ― 177,400 円 3,800 円

国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ
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雨
天
時
は
中
止
で
す

町
で
は
、
ご
み
処
理
経
費
の

削
減
と
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
を
目

的
と
し
て
、
古
紙
と
布
類
の
無

料
戸
別
回
収
を
毎
週
１
回
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
朝
８
時
ま
で

に
、「
燃
え
る
ご
み
」
と
同
じ
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雨
が
降
っ
て
い
る
時
は
中
止

と
な
り
ま
す
の
で
、
次
回
の
回

集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

回
集
日

大
堰
・
本
郷 

校
区
…
金
曜
日

大
刀
洗
・
菊
池 

校
区
…
木
曜
日

分
別
方
法

左
記
の
６
種
類
に
分
け
て
、

ひ
も
で
十
字
に
束
ね
て
く
だ
さ

い
。

①
新
聞
紙
・
チ
ラ
シ

②
ダ
ン
ボ
ー
ル

③
紙
パ
ッ
ク

　
（

の
マ
ー
ク
が
つ
い
た
も
の
）

④
紙
製
容
器
包
装

　

(

の
マ
ー
ク
が
つ
い
た
も
の)

⑤
雑
紙(

ざ
つ
が
み)

　
（
①
～
④
以
外
の
紙
類
）

⑥
布
類
（
汚
れ
た
も
の
や
下
着

等
は
「
燃
え
る
ご
み
」
で
す
。）

年
間
ひ
と
り
当
た
り
２
３
４
㎏

平
成
21
年
度
の
大
刀
洗
町
に

お
け
る
、
ご
み
排
出
量
は
３
，

６
４
３
ｔ
に
達
し
、
一
人
あ
た

り
に
換
算
す
れ
ば
年
間
２
３
４

㎏
を
排
出
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
大
量
の
ご
み
を
処
理
す

る
た
め
、
町
で
は
近
隣
市
町
村

と
「
甘
木
・
朝
倉
・
三
井
環
境

施
設
組
合
」
を
組
織
し
、
最
新

の
高
温
ガ
ス
化
溶
融
炉
を
備
え

る
施
設
（
サ
ン
・
ポ
ー
ト
）
を

筑
前
町
に
建
築
し
て
、
ご
み
の

焼
却
処
理
の
ほ
か
各
種
資
源
化

処
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
収
集
運
搬
に
つ
い
て

は
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

 ご
み
袋
の
収
入
は
経
費
の
14
％

こ
れ
ら
ご
み
処
理
関
係
に
要

す
る
町
で
の
経
費
は
、
平
成
21

年
度
で
２
億
７
，
８
９
５
万
円

に
達
し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、

処
理
施
設
の
負
担
金
１
億
８
，

０
４
２
万
円
、
収
集
運
搬
の
委

託
費
９
，
０
２
８
万
円
、
ご
み

袋
等
作
成
費
３
０
１
万
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
お
け
る

ご
み
袋
の
販
売
収
入
は
３
，

９
９
８
万
円
で
、
処
理
経
費
の

14
％
を
補
っ
て
お
り
、
残
り
の

２
億
３
，
８
９
６
万
円(

86
％)

は
、
地
方
交
付
税
や
町
税
な
ど

の
一
般
財
源
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
。

近
年
の
ご
み
排
出
量
は
横
ば

い
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

経
費
削
減
の
た
め
、
今
後
も
抑

制
・
減
量
を
し
て
い
く
取
組
み

が
必
要
で
す
。

 ３
Ｒ
の
実
践
で
ご
み
減
量
を

こ
の
ご
み
減
量
の
た
め
、｢

３

Ｒ｣
(

ス
リ
ー
ア
ー
ル)

の
実
践

が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

従
来
は
、｢

リ
サ
イ
ク
ル

(R
ecycle)｣

の
み
が
意
識
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に

｢

抑

制(R
ed

u
ce)｣

と

｢

再
利
用

(R
eu

se)｣

の
二
つ
の

｢

Ｒ｣

を

加
え
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
ご

み
減
量
を
推
進
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
、

抑
制(R

ed
u
ce)

・
マ
イ
バ
ッ
グ
利
用(

レ
ジ
袋
削

減)

・
必
要
な
分
だ
け
買
う

再
利
用(R

eu
se)

・
故
障
し
た
機
械
を
修
理
す
る

・
不
用
な
衣
服
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る

・
再
生
部
品
を
購
入
す
る

再
資
源
化(R

ecycle)

・
紙
、
布
を
町
の
資
源
回
収
に
出

す
・
学
校
の
資
源
回
収
に
協
力
す
る

な
ど
と
な
り
ま
す
。

個
々
人
の
小
さ
な
取
組
み
も
、

そ
の
意
識
が
広
が
れ
ば
大
き
な

ご
み
減
量
に
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
参
加

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時　

２
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

(

午
後
１
時
受
付)

会
場　

福
岡
県
朝
倉
総
合
庁
舎

１
階
第
３
会
議
室 

定
員　

20
名

対
象
者

ね
こ
を
飼
っ
て
い
る
方
、
こ

れ
か
ら
ね
こ
を
飼
い
た
い
方
、

ね
こ
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
た

い
方
な
ど

内
容　

講
義
「
ね
こ
の
か
か
り

や
す
い
病
気
」「
ね
こ
が
幸
せ
に

暮
ら
せ
る
飼
い
方
」「
ね
こ
を
巡

る
今
の
現
状
」

申
込
方
法　

事
前
に
電
話
で
申
込

申
込
開
始
日　

２
月
７
日
（
月
）

申
込
・
問
合
せ
先

福
岡
県
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

保
健
衛
生
課

☎
０
９
４
６
・
２
２
・
２
７
４
１

古
紙
・
布
類
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

生
活
環
境
係
か
ら
の
お
し
ら
せ

問
合
せ
先 

住
民
課
生
活
環
境
係 

（
内
線
１
２
１
）

ね
こ
の
飼
い
方
講
習
会

大
刀
洗
町
の
ご
み
事
情
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第１回・第２回は「大刀洗町の為に今、皆が本当にやりたい事と
は何でしょう」という問いかけをして話を深めました。

最も会場内が盛り上がったのが、「集いの場」に関連すること。
　①若い人が集える場（コンパ？）
　②公民館の利用充実
　例：　朝　：子どもが朝ごはんを公民館で食べる
　　　午前中：子育て中のお母さんたちがちょっと集えるサロン
　　　午　後：子どもが学校から公民館に帰ってくる
　　　　　　　宿題をする
　　　　　　　おばあちゃんたちがおやつやお惣菜を作ってくれる
　　　夕　刻： 保護者がお迎えに来る（おばあちゃんのお惣菜を購入して

子どもを連れて帰る）
　③角打ちは情報交流の場だった
　　酒蔵利用の酒飲み場イベント開催

　具体的なイメージが出てきました。

また今回のキーワードとして
　「集いの場・人と人とのつながり」が共通理解として生まれました。

地域雇用創造推進事業「よかまちカフェ」では
どんなことが起きている？？

地域づくり
通信
Vol.４

好評につき第３回・第４回と開催決定。皆さんふるってご参加ください。

よかまちちょいと

■対象者：まちが好きな方、まちづくりに興味がある方など、どなたでも。
■ファシリテーター（講師）：山口　覚さん
（NPO 法人日本ファシリテーション協会九州副支部長、NPO 法人地域交流センター理事）

■問合せ先　総務課　( 内線１０５)
町では、ご参加の皆さんとワールドカフェを通じて「まちづくり」について、本音で楽しく語り合いたい
と考えています。

日　時：２月６日（日）　午後1時３０分～4時
会　場：ぬくもりの館　A・B会議室

「よかまちカフェ」参加者募集

参加者の皆さんより感想の声…

○若返りました（60 代男性）

○お茶とケーキが良かった（50 代女性）

○是非また参加します（60 代女性）

○町について語ったのが楽しかった

お茶を飲みながら、

皆で楽しく語り合います

ざっくばらんな雰囲気。

話が弾みます

楽しい語らいの内容を、

他のテーブルの皆さん

へ教えてあげます

問合せ先 総務課　地域づくり係（内線 104）

H23.2 広報たちあらい 6



町長マニフェスト項目でもある「一人暮らしの生活支援」をテーマに話し合いました。参加者は、町内にお
住まいの一人暮らしの方や地域で見守り活動をしている福祉協力員さんほか、多数の方々に集まってもらい多
くの意見が飛び交う楽しい会になりました。

参加されたみなさん、たくさんのご意見ありがとうございました。健康福祉課では、よかまちワークショッ
プの結果について再度会議をし、高齢者の生活に関する調査が必要であると分かり、アンケートを実施するこ
とが決まりました。住みよい町づくりを目指してアンケートにぜひご協力ください。

今回もたくさんのご意見を頂くことが出来、参加された皆様に感謝いたします。
町では、今後ともなるべく多くのご意見を集めるための話し合いの場を持ち、皆様と共に様々な角度から

考える町づくりを目指します。

町長よりコメント

問合せ先 健康福祉課（内線 163）

『一人暮らしの生活支援ネットワークを充実させます』
～快適ひとり暮らしに必要なものってなんだろう～

・一人暮らしの集いに参加。
・地域の行事に参加する。
・自分の車にみんなを乗せて、温泉

に行く。

私

地
域

行
政

・公民館や校区センターを開放する。
・助け合える雰囲気作り。

・語り合いの場を企画する。
・集まる情報をお知らせする。
・移動手段を支援する。
　（巡回バス、タクシー券など）
・校区センターの予定表を見やすく。

・防犯講習に参加。

・防犯用の連絡先をつくる。
・見守り体制をつくる。

・警察にパトロールを頼む。

・普段から近所の人と話す。
・ボランティアに参加する。
・毎朝、健康のしるしに旗を 
　立てる。

・見守り体制をつくる。
・お互いあいさつ。
・困った時は助け合う。

・話し相手がいない。
・不安でさびしい。
・生活の中で情報が不足している。

・集まる場を作る。
・子どもたちと交流する。
・バスがあるといい。

・訪問販売など防犯対策が
不安だ。

・防犯の意識作りが大事。

・生ゴミや危険物を収集場まで
　持っていけない。
・買い物に行けない。

・頼れる人をつくる。
・食品や日用品の配達を頼む。
・日頃の近所づきあい。

第２回
マニフェストワークショップ

一人暮らしの生活で何が困っているか？

それぞれの立場で何が出来るのか？

11 月 29 日（月）開催しました

解決策としては…

7 H23.2 広報たちあらい



　   町政懇談会
平成 22 年９月１日から開催していました町政懇談会も 12 月 22 日で全ての行政区（25 行政区）を終

了しました。延べ 637 名の参加をいただいています。ありがとうございました。今後も皆様のご意見等
を参考にしながら「よかまちたちあらい」を目指し、まちづくりに取り組んでいきます。今回は大刀洗・
菊池校区のご意見等を紹介します。

　　　　　　みんなで語ろう「よかまちたちあらい」

平成 22年度　町政懇談会 各地区意見質問等に関する回答表 ( 大刀洗・菊池校区）

No. 意見質問等 意見質問についての回答

1
大刀洗町議会議員は現在 12 名だが、定数削減の

考えはありませんか。

現在のところ、議員定数について減らす考えはあ
りません。自治体の議員数の上限は人口規模で決め
られており、大刀洗町の場合は 22 名が上限で、現
在の 12 名は多い方ではありません。また、議員報
酬も平均と比べても安いほうです。

2
大刀洗中学校の太陽光設置の利用状況（効果）を

公表してほしい。

平成 22 年５月より利用開始したので、１年経過
後利用状況をまとめ、広報等（９月号予定）でお知
らせしたいと考えています。

3
町政懇談会開催は、町長から直接話を聞いたり、

自由に意見交換が出来、大変喜んでいる。町政（行政）
を身近に感じることができた。

ご意見有難うございました。今後も公聴活動に積
極的に取り組んでいきます。

4 町債（町の借入金）の今後の状況はどうですか。

今後は菊池小学校や本郷小学校、庁舎の改修など
による借入が考えられます。仮に毎年４億円を 10
年借り続けたとしても、町債の残高はほぼ横ばいで
す。

5 小学校にエアコンをつけてほしい。

現在のところ設置の考えはありません。菊池小学
校では芝生化により教室内の温度が下がっていま
す。また大刀洗中学校では外壁の塗装で温度を下げ
る工夫をしています。エアコン設置以外での工夫を
検討します。

6
公共交通機関（バス）がなく、通学や通院・買い

物など不便を感じている。魅力あるまちづくりとし
て、コミュニティバスの運行はできないか。

町独自での整備はコスト的に負担がかかるため、
コミュニティバスの導入は考えていません。地域づ
くりのなかで検討していただければと考えていま
す。

7
近年、耕作放棄地が増え、農地の荒廃が進み、イ

ノシシ、タヌキの被害がでている。対策をとってほ
しい。

要望として承ります。関係機関、担当課等でも検
討していきます。

8
大刀洗川の川上に比べ、川下で狭い箇所があり、

大雨の際、水田等冠水している。狭い箇所の拡幅を
お願いしたい。

現在、大刀洗川の河川改修計画を作成中です。今
後、県土整備事務所の河川課と一緒に現地を確認し、
要望していきます。

9
ひばり橋関連で、県道に横断歩道と信号機設置を

要請してほしい。

22 年度要望は、福岡県公安委員会での優先順位
により見送りとなりました。年度毎の要望となるた
め今後も地元から、小郡警察署または町へ要望して
いただきたいと思います。

10
下高橋官衙遺跡に見学者用の簡易トイレの設置と

駐車スペースを整備してほしい。
現在、トイレ、駐車スペースについては設置に向

けて検討中です。

11
国民健康保険税を引き下げるため、また高齢者が

健康であり続けるための施策を考えてほしい。

今年健康講演会を実施しましたが、健康づくりの
施策を検討中です。とにかく高齢者に健康であり続
けていただきたいと思います。
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12
水田に入るための道が無く、困っている。対策を

お願いしたい。

圃場整備をしていれば、問題なかったと思います
が、公共事業も少なくなってきており、関係機関等
と検討していきたいと考えています。

13
インフルエンザのワクチン助成を高齢者だけでな

く、子育て支援として子供達へも助成をしてほしい。
財政的な問題もあり、担当課と協議をしていきた

いと思います。

14
これから大刀洗町でも人口が減る見込みというこ

とだが、人口減の対策はあるのか。

現在、子育て世代を呼び込むため、保育料の引下
げや学校施設の整備（大規模改修、太陽光、IT 化等）
そして学校教育の充実（小中学校特別講座開設等）
などに取り組んでいます。今後は PR 活動にも努め
ていきたいと考えています。

15 福祉バスを利用しているが、今後も続けてほしい。 今後も続ける予定です。

16

日頃より子供たちの教育活動・健全育成にご尽力
いただき感謝しております。菊池小学校の芝生化に
伴い、ソフトボールや野球の練習をパナホーム敷地
でしていたが、今後の予定を教えてください。

スパイクを履いて土の上で練習したいということ
で、パナホームのグラウンドを平成 23 年 3 月まで
借りるようになっています。平成 23 年度からは町
開発公社の上下団地を整備し、そこを利用していた
だきたいと考えています。また、この土地は少年ス
ポーツのみならず、グラウンドゴルフ等町民の活動
にも使いたいと考えています。

17
山隈、北山隈と共同での要望ですが、大刀洗公園

東側の通称バクダン橋への歩道設置をお願いしま
す。

ご要望については承知しています。単独での工事
は財政的に難しいと思いますので、何らかの補助事
業で取り組めればと考えています。

18
子供達へ「自転車の乗り方教室」を開催し、ルー

ルを教えてほしい。
毎年、各小中学校において、交通安全教室を実施

しています。

地区名 月　　日 会　　場 時　間 参加人数
冨　多 9 月 1 日（水） 新田公民館

午後 7 時 30 分
～ 8 時 30 分

11
菅　野 9 月 2 日（木） 大堰交流センター 28
高　食 9 月 4 日（土） 高食公民館 15
床　島 9 月 6 日（月） 床島集落センター 17
鳥　飼 9 月 16 日（木） 鳥飼集落センター 16
西　原 9 月 18 日（土） 西原集落センター 25
中　川 9 月 27 日（月） 中川集落センター 24
守　部 9 月 30 日（木） 守部公民館 27
東本郷 10 月 7 日（木） ふれあいセンター 20
南本郷 10 月 12 日（火） 南本郷公民館 20
西本郷 10 月 15 日（金） 西本郷公民館 16
甲　条 10 月 19 日（火） 甲条公民館 28
春　日 10 月 22 日（金） 春日公民館 16
栄　田 10 月 26 日（火） 今川公民館 18
稲　数 10 月 28 日（木） 稲数公民館 40
西栄田 11 月 1 日（月） 西栄田集落センター 32
高　樋 11 月 8 日（月） 高樋公民館 40
上高橋 11 月 10 日（水） 南部コミュニティセンター 32

今 11 月 18 日（木） 今公民館 16
鵜　木 11 月 19 日（金） 鵜木公民館 24
下高橋 11 月 25 日（木） 下高橋公民館 32
山　隈 12 月 3 日（金） 山隈公民館 22

西大刀洗 12 月 9 日（木） 西大刀洗 25
北鵜木 12 月 15 日（水） 北鵜木公民館 51
北山隈 12 月 22 日（水） 就業改善センター 42

合　　　計 637

町政懇談会実施状況 ＝ 各行政区の皆様 ありがとうございました ＝

問合せ先 総務課　総務秘書係（内線 104）
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学校施設の耐震化状況
地震防災対策特別措置法に基づく、町立小・中学校の耐震診断の診断結果

1耐震診断

2耐震診断の判断基準

3町立小・中学校学校施設の耐震診断結果

4公立小・中学校の耐震補強

Is 値とは

　町では、昭和 56年以前の建築基準法に基づいて建築された学校施設の耐震診断を実施しました。

　建物全体の耐力や粘りを表す構造耐震指標のことで、耐震診断を判断するための数値です。
国土交通省では安全の目安として、Ｉｓ値を0.6 以上としています。
　Ｉｓ値は下表のように、値が大きいほど耐震性能が高いことを表します。なお、文部科学省では学校の特殊性と地域の避
難場所としての機能を加味し、安全の目安をＩｓ値 0.7 以上としています。

　耐震診断結果を踏まえ、耐震補強が必要と判断された、大堰小学校
北校舎及び大堰小学校南校舎（西）については、平成 21年 10 月に
耐震補強工事が終了し、安全の目安であるＩｓ値0.7を超え0.77と0.74
になりました。また、大刀洗小学校南校舎は平成 22年９月に耐震補強
工事が終了し、安全の目安であるＩｓ値 0.7を超え0.83 になりました。
　なお、昨年 12月の補正予算に菊池小学校南校舎の耐震改修工事を
計上し、今年 10月に完成予定です。
　菊池小学校が完成すれば、大刀洗町の小・中学校は耐震化率が
100％になります。

Is 値 構造耐力上主要な部分の地震に対する安全性
0.3 未満 大規模地震（震度６強）により「倒壊等の危険性が高い施設」
0.3 ～ 0.6 未満 大規模地震（震度６強）により「倒壊等の危険性がある施設」
0.6 以上 大規模地震（震度６強）により「倒壊等の危険性が低い施設」

大刀洗小学校耐震化工事（竣工後）

学校名 建物名称 面積 建築年度 診断結果（Is 値） 備考（補強後：Is 値）

校
舎

大刀洗小学校 南校舎 1793㎡ 　S38 ～ 0.41 0.83（22 年度完成）
大刀洗小学校 北校舎 1820㎡ 　H1 新耐震基準
菊池小学校 南校舎（西） 869㎡ 　S45 0.60 （改修後：0.72）
菊池小学校 南校舎（東） 921㎡ 　S49 0.71
菊池小学校 北校舎 1917㎡ 　S62 新耐震基準
本郷小学校 校舎 3552㎡ 　S56 新耐震基準
大堰小学校 南校舎（西） 711㎡ 　S45 0.6 0.74（21 年度完成）
大堰小学校 南校舎（東） 456㎡ 　S61 新耐震基準
大堰小学校 北校舎 1496㎡ 　S38 ～ 0.49 0.77（21 年度完成）

大刀洗中学校 南校舎 2753㎡ 　S63 新耐震基準
大刀洗中学校 北校舎 4150㎡ 　H19 新耐震基準

体
育
館

大刀洗小学校 屋内運動場 600㎡ 　S48 1.19
菊池小学校 屋内運動場 600㎡ 　S50 0.82
本郷小学校 屋内運動場 782㎡ 　S52 0.92
大堰小学校 屋内運動場 782㎡ 　S52 0.94

大刀洗中学校 屋内運動場 795㎡ 　S42 ～ 1.76

給
食
室

大刀洗小学校 給食室 566㎡ 　S61 新耐震基準
菊池小学校 給食室 655㎡ 　S58 新耐震基準
本郷小学校 給食室 473㎡ 　S56 新耐震基準
大堰小学校 給食室 449㎡ 　S61 新耐震基準

大刀洗中学校 給食室 490㎡ 　H18 新耐震基準

備
考

　診断結果の新耐震基準とは、昭和 56 年に改正された建築基準法に基づいて建築された建物で、耐
震性がある建物とされています。
　なお、本郷小学校は新耐震基準で設計されています。　　　　
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３学期制移行について（お知らせ）
【町立小・中学校は 23 年４月から３学期制】

① 検討の経緯（※教育委員会 11 月定例会で３学期制移行を決定）

② ３学期制移行の主な理由

　本町では平成 17 年度から町立小・中学校の２学期制を６年間実施し
てきましたが、新学習指導要領が平成 21 年度から小学校において先行
実施されました。
　このことから、大刀洗町教育委員会では２学期制について、21 年度
から下記の協議を行い、来年度（23 年４月）から３学期制に移行する
ことを正式に決定しましたので、お知らせ致します。

　本町の各小・中学校においては、今回の３学期制移行の町教育委員会決定に基づき、来年度以降
の授業計画を進めていますが、授業時間数を確保するための工夫や、評価規準の策定、新しい教科
書の研究、通知表の改訂作業などを併せて進めています。

21 年度

学校関係 町内４小学校１中学校の学校２学期制の成果と課題提出

教育委員会 ２回協議（５月、１月）

校長会 ２回協議（４月、１月）

22 年度

保護者
アンケートの実施（５月上旬）、結果報告（６月上旬）、
３学期制移行のお知らせ（12 月下旬）

（アンケート結果は 22 年７月広報でお知らせ）

町議会 ６月議会（説明）、９月議会（結果説明）

教職員 アンケートの実施（４月中旬）、結果報告（６月上旬）

PTA 役員 ２回協議（６月上旬、８月下旬）

教育委員会
６回協議（５、６、７、９、10、11 月）
※ 11 月定例会（公開）で３学期制移行を決定

（11 月定例会公開状況は 23 年１月広報でお知らせ）

校長会 ７回協議（４、５、６、７、９、10、12 月）

① 学習と評価の期間を短くし、学習意欲の継続と学習効果をいっそう高めること
② 学期間の子ども達の気持ちの切り替えを円滑にすること
③ 通知表の回数を３回にして子どもの状況を家庭に伝えること
④ ２学期制に対する積極的な支持が学校・家庭共に少ないこと

　以上のことを踏まえ、大刀洗町教育委員会として「チルドレン・ファースト」を行政施策の基本として考え
た場合、２学期制よりも３学期制のほうが子どものためになると判断し、23 年４月から３学期制へ移行するこ
とにしました。
　皆さまもご存じのとおり、来年度（23 年４月）から小学校新学習指導要領の本格実施により、授業時間数
の確保などで、２学期制導入について再び論議が活発化している報道がありますが、授業時間数の確保の観点
から２学期制を導入するには、子ども達の学びにとって課題が多く、必ずしも妥当ではないと判断しています。
ちなみに福岡市教育委員会においても、３年間検討され２学期制導入を見送ることとなったようです。

問合せ先 大刀洗町教育委員会　学校教育課　☎ 77-2670（内線 801・802）

　これからも、「地域で育てよう健やかな子ども〜チルドレン・ファースト〜」を
実現するための取組みを検討していきますので、町民の皆様のご意見をお寄せください。
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66％家庭のことについて男女がともに責任を担い協力すること

保育や介護の施設・サービスの拡充

育児休暇・介護休業制度の普及や利用促進

働き続けることに対する家族の理解と協力

休暇制度の普及や労働時間の短縮

柔軟な勤務形態の導入

出産や介護等の都合で退職した場合の再雇用制度の普及・促進

パートタイマーなどの労働条件の改善

非課税限度額などの優遇制度の見直し

求人・職業情報の積極的な提供

管理職の意識改革

能力開発や技術習得のための講座・研修会の実施

昇給・給与等のシステムの改善

職業に関する相談窓口の充実

起業を目指す人への支援の充実

その他

女性は職業を持たない方がよい

結婚するまでは職業を持つ方がよい

子どもができるまでは職業を持つ方がよい

子どもができたら職業をやめ大きくなったら再び職業を持つ方がよい

子どもができてもずっと職業を続ける方がよい

その他

わからない

不明

女
男

ない 　　女性の方が優遇されている  　　男性の方が優遇されている 　　不明

女 男

73％

6％

18％

3％

女 70％

7％

19％

4％

男

していない　　 している　　 不明

82％

3％16％

女 35％ 62％

3％

今月は、仕事や職場についての項目について、報告いたします。
　　　

　今回、この町民意識調査にご回答いただいた方の「仕事をして

いない」と「仕事をしている」の割合は、女性35％対62％、男性

16％対82％となっており、男性の方が仕事をしている割合が高く

なっています。

　「仕事をしている」と回答された方に、「職場において、性
別による待遇の違いがありますか」と質問したところ、女
性70％男性73％と、多くの方は「待遇の違いはない」と回答さ

れています。「女性の方が優遇されている」は、女性7％男性6％

とごく少数です。一方、「男性の方が優遇されている」は、女性

19％男性18％になっています。多くの職場において、性別によ

る待遇に違いはないという回答の一方、「違いがある」場合、「男

性の方が優遇されている」割合が、「女性の方が優遇されてい

る」のほぼ3倍になっています。

　

「女性が職業をもつことについて望ましいこと」の回答は
　女性の回答は、「子どもができたら職業をやめ大きくなったら再び職業を持つ方がよい」が最多で37％、次

に多いのは「子どもができてもずっと職業を続ける方がよい」で34％です。一方、男性の回答は、「子どもがで

きてもずっと職業を続ける方がよい」が42％で最も多く、次に多いのは「子どもができたら職業をやめ大きく

なったら再び職業を持つ方がよい」で32％になっています。男女ともこの２項目の合計が7割を超えており、

「子どもができても職業を続ける」「子育てで一旦職業を中断しても、その後職業を再開する」等、女性が職業

を持つことに肯定的な意見が大半を占めています。また男性の方が、「女性はずっと職業を続ける方がよい」

に賛成する割合が高くなっています。一方「職業を持たない方がよい」「結婚するまでは職業を持つ方がよい」

「子どもができるまでは職業を持つ方がよい」等、職業を持ち続けることに否定的な意見は、男女とも各項目

5％以下になっています。

「男女がともに働き続けるために必要なこと」（複数回答）の回答は、
　上位３位は、「家庭のことについて男女がともに責任を担い協力すること」、（女性62％男66％）「保育や介

護の施設・サービスの拡充」（女性59％男性57％）、「育児休暇・介護休暇制度の普及や利用促進」（女性

56％男性54％）となっており、男女ほぼ同じ意見になっています。しかし、４位の「働き続けることに対する家

族の理解と協力」（女性53％男性40％）では、13ポイント差で女性がそう思う割合が高くなっています。男女

で若干順位が異なりますが、「休暇制度の普及や労働時間の短縮」（女性41％男性33％）、「柔軟な勤務形

態の導入」（女性37％男性34％）、「出産や介護等の都合で退職した場合の再雇用制度の普及・促進」（女

性35％男性39％）などが、次に続いています。

　家庭生活と仕事の両立のため、男女とも多くの方が「家庭における家族の理解と協力」や「育児や介
護に対する支援や制度の充実」を必要と考える結果となっています。また女性の方が、「家族の理解と協力」を

より必要と考えているようです。

次回３月号では、「男女の人権」の項目についての調査結果について報告する予定です。

問合せ先 企画財政課　企画係（内線111）

第5号

男女共同参画社会推進に関する
町民意識調査結果について

※小数点第1位を四捨五入している為、合計が100％にならない場合がある。

※小数点第1位を四捨五入している為、合計が100％にならない場合がある。
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パートタイマーなどの労働条件の改善
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求人・職業情報の積極的な提供

管理職の意識改革

能力開発や技術習得のための講座・研修会の実施

昇給・給与等のシステムの改善

職業に関する相談窓口の充実

起業を目指す人への支援の充実

その他

女性は職業を持たない方がよい

結婚するまでは職業を持つ方がよい
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　今回、この町民意識調査にご回答いただいた方の「仕事をして

いない」と「仕事をしている」の割合は、女性35％対62％、男性

16％対82％となっており、男性の方が仕事をしている割合が高く

なっています。

　「仕事をしている」と回答された方に、「職場において、性
別による待遇の違いがありますか」と質問したところ、女
性70％男性73％と、多くの方は「待遇の違いはない」と回答さ

れています。「女性の方が優遇されている」は、女性7％男性6％

とごく少数です。一方、「男性の方が優遇されている」は、女性

19％男性18％になっています。多くの職場において、性別によ

る待遇に違いはないという回答の一方、「違いがある」場合、「男

性の方が優遇されている」割合が、「女性の方が優遇されてい

る」のほぼ3倍になっています。

　

「女性が職業をもつことについて望ましいこと」の回答は
　女性の回答は、「子どもができたら職業をやめ大きくなったら再び職業を持つ方がよい」が最多で37％、次

に多いのは「子どもができてもずっと職業を続ける方がよい」で34％です。一方、男性の回答は、「子どもがで

きてもずっと職業を続ける方がよい」が42％で最も多く、次に多いのは「子どもができたら職業をやめ大きく

なったら再び職業を持つ方がよい」で32％になっています。男女ともこの２項目の合計が7割を超えており、

「子どもができても職業を続ける」「子育てで一旦職業を中断しても、その後職業を再開する」等、女性が職業

を持つことに肯定的な意見が大半を占めています。また男性の方が、「女性はずっと職業を続ける方がよい」

に賛成する割合が高くなっています。一方「職業を持たない方がよい」「結婚するまでは職業を持つ方がよい」

「子どもができるまでは職業を持つ方がよい」等、職業を持ち続けることに否定的な意見は、男女とも各項目

5％以下になっています。

「男女がともに働き続けるために必要なこと」（複数回答）の回答は、
　上位３位は、「家庭のことについて男女がともに責任を担い協力すること」、（女性62％男66％）「保育や介

護の施設・サービスの拡充」（女性59％男性57％）、「育児休暇・介護休暇制度の普及や利用促進」（女性

56％男性54％）となっており、男女ほぼ同じ意見になっています。しかし、４位の「働き続けることに対する家

族の理解と協力」（女性53％男性40％）では、13ポイント差で女性がそう思う割合が高くなっています。男女

で若干順位が異なりますが、「休暇制度の普及や労働時間の短縮」（女性41％男性33％）、「柔軟な勤務形

態の導入」（女性37％男性34％）、「出産や介護等の都合で退職した場合の再雇用制度の普及・促進」（女

性35％男性39％）などが、次に続いています。

　家庭生活と仕事の両立のため、男女とも多くの方が「家庭における家族の理解と協力」や「育児や介
護に対する支援や制度の充実」を必要と考える結果となっています。また女性の方が、「家族の理解と協力」を

より必要と考えているようです。

次回３月号では、「男女の人権」の項目についての調査結果について報告する予定です。

問合せ先 企画財政課　企画係（内線111）
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納
期

に
お
い
て
１
年
分
全
額
を
納
付

し
た
納
税
者
に
対
し
て
報
奨
金

を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

１ 

廃
止
の
理
由

　

こ
の
制
度
は
個
人
の
町
県
民

税
の
普
通
徴
収
（
本
人
が
納
付
）

に
は
利
用
で
き
ま
す
が
、特
別
徴

収
（
給
料
天
引
き
）に
は
利
用
で

き
ず
、一
部
の
納
税
者
だ
け
が
対

象
に
な
る
不
公
平
が
生
じ
て
い

ま
し
た
。特
に
、平
成
21
年
10
月

か
ら
公
的
年
金
に
係
る
町
県
民

税
の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、こ
の
制
度
を
利
用

で
き
る
納
税
者
が
更
に
減
少
し

ま
し
た
。ま
た
、固
定
資
産
税
に

つ
い
て
も
同
様
で
、税
の
公
平
性

の
理
由
か
ら
廃
止
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

２ 

廃
止
ま
で
の
経
過

　

前
納
報
奨
金
の
交
付
率
は
、社

会
経
済
情
勢
を
見
な
が
ら
、平
成

14
年
度
に
１
％
か
ら
0.6
％
へ
、以

降
平
成
17
年
度
に
0.5
％
、平
成
18

年
度
に
0.3
％
へ
と
、減
額
の
条
例

改
正
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、県
内
で
こ
の
制
度
を
実

施
し
て
い
る
の
は
７
市
町
村
の

み
で
、そ
の
う
ち
半
数
以
上
が
今

後
廃
止
の
方
向
で
検
討
を
さ
れ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、昨
年
行
わ
れ

た
事
業
仕
分
け
に
お
い
て
、前
納

報
奨
金
制
度
は
、「
税
の
公
平
性

か
ら
制
度
と
し
て
不
適
当
」・「
費

用
対
効
果
が
疑
問
」・「
現
社
会
経

済
情
勢
に
合
わ
な
い
」等
の
理
由

で
、廃
止
と
い
う
判
定
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

　

事
業
仕
分
け
の
結
果
を
踏
ま

え
て
検
討
し
た
結
果
、12
月
町
議

会
定
例
会
に
条
例
改
正
議
案
と

し
て
上
程
し
、前
納
報
奨
金
制
度

は
廃
止
と
し
て
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、こ
れ
に
よ
り
年
間
約

４
０
０
万
円
の
歳
出
削
減
が
見

込
ま
れ
、住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
施

策
に
有
効
活
用
さ
れ
ま
す
。

今
後
の
納
税
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
普
通
徴
収
で
、納
付

書
や
口
座
振
替
で
納
め
て
い
た

方
に
つ
い
て
は
今
後
も
「
全
期

前
納
」は
可
能
で
す
。

１ 

納
付
書
は
１
年
分
４
枚
ま
と

め
て
送
付
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
納
付
書
を
期
別

ご
と
に
送
付
し
て
お
り
ま
し
た

が
、制
度
の
廃
止
に
よ
り
、町
県

民
税
と
固
定
資
産
税
の
全
期
分

納
付
書
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
納
付
書
を
１
期
か
ら
４

期
ま
で
、４
枚
ま
と
め
て
送
付
し

ま
す
。納
付
書
は
個
人
で
管
理

し
、そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
ま
で
に

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
に
よ
り
、２
期
目
以
降
は

税
額
変
更
分
の
み
と
な
り
、郵
便

代
の
節
減
に
も
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、国
民
健
康
保
険
税
は

月
割
り
課
税
で
、変
更
が
多
い
の

で
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
期
ず
つ

郵
送
い
た
し
ま
す
。

２ 

口
座
振
替
の
変
更
に
つ
い
て

　

現
在
、口
座
振
替
の
「
全
期
前

納
」で
登
録
し
て
い
る
方
で
、「
期

別
」を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

３
月
25
日
（
金
）ま
で
に
、税
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
電
話

で
も
可
）。

　

変
更
の
手
続
が
な
い
場
合
に

は
、こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
期
前
納

（
た
だ
し
、前
納
報
奨
金
な
し
）と

な
り
ま
す
。

暮らし
情報 の2月
■大刀洗町役場
　☎77-0101  FAX77-3063
■役場大刀洗支所
　☎77-0239  FAX77-3069
■大刀洗ドリームセンター教育委員会
　☎77-2670  FAX77-2720
■町立図書館
　☎41-6111
■子育て支援センター
　☎77-5019  FAX77-5019
■社会福祉協議会
　☎77-4877  FAX77-4877
■大刀洗町運動公園
　☎77-4770
■大刀洗公園
　☎77-5117
■シルバー人材センター
　☎77-5944  FAX77-5945

ひとのうごき
（12月末現在）

2月の税（料）

後期高齢者医療保険料・・・
保育料・・・・・・・・・・・・・・・
町営住宅使用料・・・・・・・
下水道使用料・・・・・・・・・・・

人口
○男

世帯数
○出生
○転入

○女

○死亡
○転出

15,505（15,549）
7,413

4,668（4,629）
18（15）
49（48）

8,092

15（9）
30（37）

大刀洗町役場
住民課　健康福祉課

建設課

8期
2月分
2月分
6期

介護保険料・・・・・・・・・・・・・7期

納税には便利な口座振替を
ご利用ください。

今月の口座振替は、
2月28日（月）です。

福岡県介護保険広域連合
大刀洗町役場
健康福祉課

納税には便利な口座振替を
ご利用ください。

今月の口座振替は、
2月25日（金）です。

（　）は昨年同期
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家
屋
の
新
築
・
増
築
・

取
り
壊
し
を
さ
れ
た
方
へ

家
屋
を
新
築
（
増
築
）
し
た

と
き

　

昨
年
中
に
新
築
、
ま
た
は
増

築
さ
れ
た
家
屋
は
、
翌
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
に

な
り
ま
す
。
登
記
、
現
地
調
査

な
ど
に
よ
り
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
登
記
が
遅
れ
た
り
、
未
登

記
の
家
屋
な
ど
に
つ
い
て
は
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
（
既
に
家

屋
調
査
が
済
ん
で
い
る
人
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）。
家
屋
を
新
築

（
増
築
）
し
た
人
に
は
、
完
成
後
、

税
額
の
基
礎
と
な
る
評
価
額
を

算
定
す
る
た
め
、
家
屋
内
部
の

間
取
り
・
仕
上
げ
な
ど
を
確
認

す
る
家
屋
調
査
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
当
町
よ
り
そ
の
旨
を

連
絡
し
、
調
査
日
程
を
調
整
の

う
え
、
お
伺
い
し
ま
す
。

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
と
き

　

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を

取
り
壊
し
た
と
き
は
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。
後
日
、
担
当
職

員
が
調
査
の
う
え
、
当
該
家
屋

に
つ
い
て
家
屋
課
税
台
帳
等
の

変
更
を
し
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
、
賦
課
期
日

（
１
月
１
日
）
に
お
い
て
存
在
す

る
固
定
資
産
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

23
年
１
月
２
日
以
降
に
取
り

壊
さ
れ
た
家
屋
も
23
年
度
は
課

税
さ
れ
、
24
年
度
か
ら
課
税
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、居
住
用
の
家
屋
（
住
宅
）

を
取
り
壊
さ
れ
た
場
合
、
そ
の

土
地
の
固
定
資
産
税
の
算
定
に

あ
た
っ
て
「
住
宅
用
地
に
対
す

る
課
税
の
特
例
」
の
適
用
が
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
の

特
例
と
は
、
土
地
に
係
る
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
で
す
。
一

定
の
要
件
は
あ
り
ま
す
が
、
居

住
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
の

建
っ
て
い
る
土
地
（
住
宅
用
地
）

に
つ
い
て
、
住
宅
１
戸
当
り

２
０
０
㎡
ま
で
、
課
税
の
基
礎

と
な
る
課
税
標
準
額
が
６
分
の

１
と
な
り
、
そ
れ
を
超
え
る
部

分
に
つ
い
て
３
分
の
１
と
な
る

制
度
で
す
。

相
続
な
ど
で
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
が
変
わ
る
と
き

　

昨
年
中
に
相
続
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
で
、
登
記
簿
上
の
名
義

変
更
が
遅
れ
る
と
き
や
、
未
登

記
の
家
屋
を
相
続
す
る
と
き
は
、

翌
年
度
の
納
税
義
務
者
を
決
め

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

税
務
課
資
産
税
係

（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

募
集

教
育
委
員
会

　

嘱
託
職
員
募
集

（
学
校
給
食
調
理
員
）

募
集
人
員　

１
名

職
務
内
容　

学
校
給
食
調
理
業

務
全
般
（
そ
の
他
校
長
指
示
）

応
募
資
格　

年
齢
及
び
男
女
は

問
い
ま
せ
ん
（
65
才
定
年
）

※
栄
養
士
、
調
理
師
免
許
所
持

者
優
遇

勤
務
先　

町
内
小
・
中
学
校

雇
用
期
間　

１
年
間

（
勤
務
評
価
有
、
再
雇
用
有
）

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
学
校
に
よ
り
異
な
る
）

賃
金　

大
刀
洗
町
の
規
定

採
用
予
定　

４
月
１
日
（
金
）

提
出
書
類　

自
筆
の
履
歴
書
１

通
（
写
真
貼
付
）

提
出
先　

学
校
教
育
課

申
込
受
付
時
間　

平
日
の
み

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

申
込
締
切　

２
月
28
日
（
月
）

選
考
方
法　

作
文
・
面
接

試
験
日
時
・
会
場

　

３
月
５
日
（
土
）
午
前
９
時
～

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

問
合
せ
先　

学
校
教
育
課

☎
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０

平
成
23
年
度
第
１
回

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

（
募
集
対
象
団
地
等
詳
細
に
つ
い

て
は
、
募
集
案
内
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

案
内
書
配
布
及
び
受
付
期
間

３
月
１
日
（
火
）
～
９
日
（
水
）

募
集
案
内
書
配
布
場
所

　

県
住
宅
供
給
公
社
・
公
社
管

理
事
務
所
・
県
県
営
住
宅
課
・

役
場
建
設
課
及
び
支
所

問
合
せ
先

　

県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅

管
理
部

☎
０
９
２
・
７
８
１
・
８
０
２
９

下
水
道
管
理
係

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

建
設
課
下
水
道
管
理
係

（
内
線
１
７
４
） 

下
水
道
施
設
の

使
用
休
止
届
・
廃
止
届

　

下
水
道
の
使
用
を
都
合
に
よ

り
一
時
休
止
、
又
は
廃
止
さ
れ

る
際
は
、
下
水
道
施
設
の
使
用

休
止
届
・
廃
止
届
を
提
出
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
転

出
・
転
居
届
を
し
な
い
で
提
出

さ
れ
る
場
合
、
休
止
日
又
は
廃

止
日
は
受
付
日
以
降
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
（
下
水
道
使
用
料
に

係
る
世
帯
人
員
変
更
届
出
書
も

提
出
が
必
要
で
す
）。

　

お
届
け
の
際
は
お
早
め
に
手

続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
に
係
る

 

世
帯
人
員
変
更
届
出
書
の

お
知
ら
せ

　

一
般
世
帯
の
下
水
道
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
ひ
と
月
あ
た
り

世
帯
割
１
，
５
０
０
円
と
世
帯

人
員
割
６
０
０
円
／
人
の
合
計

と
消
費
税
を
納
め
て
い
た
だ
い
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て
い
ま
す
。

　

そ
の
世
帯
人
員
数
の
確
認
は

住
民
票
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

転
出
の
届
出
を
し
な
い
長
期
入

院
等
の
場
合
、「
世
帯
人
員
変
更

届
出
書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
提
出
日
よ
り
料
金

の
変
更
が
出
来
る
場
合
が
あ
り

ま
す
（
そ
の
こ
と
を
証
明
す
る

書
面
等
の
添
付
が
必
要
で
す
）。

詳
細
は
、お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
接
続
へ
の
お
願
い

　

本
町
の
下
水
道
は
平
成
18
年

度
で
下
水
道
管
路
工
事
を
ほ
ぼ

完
了
し
、
ほ
と
ん
ど
の
区
域
で

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
日
常
生
活
で
発

生
す
る
生
活
雑
排
水
や
汚
水
等

を
下
水
道
に
流
す
こ
と
に
よ
り

道
路
側
溝
等
の
蚊
や
ハ
エ
な
ど

を
防
ぎ
、
伝
染
病
を
予
防
し
ま

す
。
ま
た
、
汚
れ
た
水
を
き
れ

い
に
し
て
か
ら
川
へ
流
す
こ
と

で
河
川
・
海
な
ど
の
公
共
用
水

域
を
き
れ
い
に
し
地
球
環
境
を

守
る
と
い
う
大
切
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
も
、
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば

本
来
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
下
水
道
が
使

用
で
き
る
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
で
、
ま
だ
下
水
道
へ
接
続
さ

れ
て
い
な
い
方
は
１
日
も
早
く

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

下
水
道
排
水
設
備
指
定

　

工
事
店
の

申
請
受
付
に
つ
い
て

　

大
刀
洗
町
下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
の
申
請
受
付
を
行

い
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
、建
設
課
で
配
付

し
ま
す
（
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

受
付
期
間

３
月
１
日
（
火
）～
11
日
（
金
）

登
録
手
数
料　

１
件
に
つ
き
５
，０
０
０
円

有
効
期
間

４
月
１
日
か
ら
５
年
間

農
業
委
員
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

問
合
せ
先

農
業
委
員
会

（
内
線
１
８
３
）

利
用
権
設
定
に
つ
い
て

農
地
の
賃
貸
借
等
の
契
約
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
「
農
地
を
貸
し
た
い
」「
農
地

を
借
り
た
い
」
と
考
え
て
お
ら

れ
る
農
家
の
方
は
、
農
業
委
員

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
農
業

委
員
が
貸
し
手
と
借
り
手
の
仲

介
を
し
ま
す
。
農
地
の
売
買
を

お
考
え
の
方
も
お
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
権
設
定
の
特
色

《
貸
し
手
》
の
メ
リ
ッ
ト

　

貸
し
た
農
地
は
、
期
限
が
来

れ
ば
必
ず
返
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
再
設
定
を
す
る
こ
と

に
よ
り
、
継
続
し
て
貸
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

《
借
り
手
》
の
メ
リ
ッ
ト

　

農
地
を
買
わ
ず
に
経
営
規
模

を
拡
大
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　

利
用
権
設
定
期
間
中
は
、
安

心
し
て
耕
作
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
再
設
定
を
す
る
こ
と

に
よ
り
継
続
し
て
借
り
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

申
請
手
続
き

期
間　

２
月
１
日
（
火
）

～
28
日
（
月
）

　

原
則
と
し
て
、
貸
し
手
と
借

り
手
の
両
者
が
そ
ろ
っ
て
役
場

農
業
委
員
会
に
来
て
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
５
月
末
で
利
用
権

設
定
の
期
間
が
終
了
す
る
貸
し

手
及
び
借
り
手
の
方
に
は
、
役

場
か
ら
期
間
満
了
の
通
知
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

再
設
定
を
さ
れ
る
場
合
も
農

業
委
員
会
に
て
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
さ
れ
た
利
用
権

設
定
は
５
月
の
農
業
委
員
会
で

審
議
さ
れ
、
６
月
１
日
か
ら
の

設
定
に
な
る
予
定
で
す
。

※
契
約
さ
れ
る
場
合
貸
し
手
の

申
請
者
は
、
所
有
者
の
方
で
す
。

※
未
相
続
等
の
農
地
は
相
続
人

の
過
半
数
の
同
意
が
必
要
で
す
。

お
知
ら
せ

平
成
23
年
度

町
内
小
・
中
学
校
の
入
学
式

　

町
内
４
小
学
校
・
中
学
校
の

入
学
式
を
、
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
該
当
の
方
に
は
２
月
上

旬
に
入
学
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
当
日
学
校
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

入
学
式
日
時

〔
中
学
校
〕
４
月
８
日
（
金
）

午
前
10
時

〔
小
学
校
〕
４
月
11
日
（
月
）

午
前
10
時

会
場

町
内
４
小
学
校
・
中
学
校

ご
注
意

●
当
日
は
、
保
護
者
又
は
保
護

者
の
代
理
人
が
付
添
の
上
、
入

学
手
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
次
の
理
由
で
就
学
で
き
な
い

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
は
、

教
育
委
員
会
で
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
１
） 

病
気
そ
の
他
の
理
由
で
就

学
で
き
な
い
と
き
。

（
２
） 

他
の
私
立
学
校
、
国
立
学

校
等
に
入
学
さ
れ
る
と
き
。（
入

学
承
諾
書
、
入
学
通
知
書
、
印

鑑
を
持
参
）

●
相
当
な
理
由
が
あ
れ
ば
指
定

学
校
（
小
学
校
）
を
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

学
校
教
育
課

☎
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０
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２
月
は
子
ど
も
手
当
の

支
給
月
で
す

　

平
成
22
年
10
月
～
平
成
23
年

１
月
の
４
か
月
分
の
手
当
が
２

月
10
日（
木
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
の
方
に
は
振
込
通
知
を
お

送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

住
民
課
住
民
係

（
内
線
１
２
２
・
１
２
３
）

後
期
高
齢
者
の

健
康
診
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
を
対
象
に
健
康
診
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。該
当
の
方
に

は
平
成
23
年
３
月
末
ま
で
受
診

で
き
る
受
診
票
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
22
年
４
月
以
降
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
、受
診
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、保
険
証
と
広
域
連
合

が
郵
送
し
た
受
診
票
を
持
っ
て

指
定
医
療
機
関
等
で
受
診
し
ま

し
ょ
う
。自
己
負
担
額
は
５
０
０

円
で
す
。指
定
医
療
機
関
は
、同

封
し
た
一
覧
表
に
記
載
し
て
い

ま
す
。受
診
票
を
な
く
し
た
方
に

は
再
発
行
し
ま
す
の
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　

お
問
合
せ
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
６
５
１
・
３
１
１
１

要
介
護
認
定
者
の
所
得
税
・

住
民
税
上
の
障
害
者
控
除
が

あ
り
ま
す

　

65
歳
以
上
の
老
年
者
で
身
体

障
害
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方

で
も
、日
常
生
活
に
支
障
が
あ

り
、身
体
障
害
者
と
同
様
と
認
め

ら
れ
た
介
護
保
険
の
要
介
護
認

定
者
は
、所
得
税･

住
民
税
の
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

申
告
の
際
に
は
「
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書
」が
必
要
で

す
。本
人
又
は
家
族
の
方
が
、申

請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
合
せ
先

　

健
康
福
祉
課
福
祉
係

 

（
内
線
１
６
２
）

｢

水
質
検
査
計
画(

案)｣

へ
の

ご
意
見
募
集

　

水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検

査
に
つ
い
て
は
、水
道
法
に
基
づ

き
、検
査
計
画
を
作
成
し
、公
表

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。そ
こ

で
、大
刀
洗
町
へ
水
道
用
水
を
供

給
し
て
い
る
福
岡
県
南
広
域
水

道
企
業
団
お
よ
び
、末
端
給
水
を

行
っ
て
い
る
三
井
水
道
企
業
団

で
は
、平
成
23
年
度
に
行
う
水
質

検
査
計
画
（
案
）を
公
表
し
、皆

様
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
た
計

画
を
作
成
し
ま
す
。本
計
画
（
案
）

は
、企
画
財
政
課
、福
岡
県
南
広

域
水
道
企
業
団
及
び
三
井
水
道

企
業
団
の
窓
口
、並
び
に
各
企
業

団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。皆
様
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
募
集
期
間

　

２
月
１
日
（
火
）～
28
日
（
月
）

問
合
せ
先　

福
岡
県
南
広
域
水

道
企
業
団　

水
質
セ
ン
タ
ー

☎
２
７
・
１
５
６
３

FAX
２
７
・
１
７
９
５

http://w
w
w
.sfw

ater.or.jp/

河
川
敷
地
は

国
民
共
有
の
財
産
で
す

　

河
川
敷
地
に
工
作
物
を
建
て

た
り
、占
有
し
て
利
用
す
る
場

合
は
、法
律
に
よ
り
ル
ー
ル
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま
た
不
法
投

棄
、不
法
占
用
、不
法
工
作
物
等

の
違
反
行
為
に
は
罰
則
が
あ
り

ま
す
。河
川
利
用
に
お
い
て
不
法

行
為
等
、お
気
づ
き
の
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
連
絡
お
願
い
し
ま

す
（
国
土
交
通
省　

筑
後
川
河

川
事
務
所
で
は
、筑
後
川
・
小
石

原
川
・
佐
田
川
を
管
理
し
て
い
ま

す
）。

問
合
せ
先

　

国
土
交
通
省　

筑
後
川
河
川

事
務
所　

占
用
調
整
課

☎
３
３
・
９
１
３
１

 

各
種
相
談
・
就
労
支
援

国
や
独
立
行
政
法
人
な
ど
の

　

情
報
公
開
や

個
人
情
報
保
護
の
相
談

時
間　

毎
週
月
～
金
曜
日

（
祝
・
休
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
相
談
無
料

問
合
せ
先　

情
報
公
開
・
個
人

情
報
保
護
総
合
案
内
所

☎
０
９
２
・
４
３
１
・
７
０
８
３

ご
存
知
で
す
か民事

調
停
制
度

　

お
金
の
貸
し
借
り
な
ど
の
身

近
に
起
こ
っ
た
争
い
を
話
し
合

い
で
円
満
に
解
決
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

① 
手
続
き
が
簡
単
で
、法
律
知
識

は
必
要
な
く
、ご
本
人
で
も
申
し

立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
双
方
が
納
得
す
る
ま
で
話
し

合
い
、円
満
に
解
決
で
き
ま
す
。

③
裁
判
所
に
納
め
る
手
数
料
は

訴
訟
に
比
べ
て
安
く
な
っ
て
い

ま
す
。

④
秘
密
厳
守
。調
停
は
非
公
開
で

行
わ
れ
ま
す
。

⑤
調
停
成
立
で
解
決
し
た
事
件

の
90
％
が
３
か
月
以
内
に
終
了

し
て
い
ま
す
。

　

久
留
米
簡
易
裁
判
所
で
は
、申

立
の
方
法
な
ど
の
説
明
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

久
留
米
簡
易
裁
判
所
調
停
係

☎
３
２
・
５
３
９
７

FAX
３
８
・
５
９
４
２

無
料
調
停
相
談
会

日
時　

２
月
７
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

会
場　

久
留
米
商
工
会
館

内
容　

土
地
・
建
物
・
金
銭
貸
借
・

交
通
事
故
・
農
地
、家
事
問
題
、婚

姻
・
親
子
・
扶
養
・
遺
産
相
続
な

ど
に
つ
い
て
、民
事
調
停
委
員
・

家
事
調
停
委
員
・
弁
護
士
が
直
接

相
談
に
応
じ
ま
す
。
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※
秘
密
厳
守
。申
込
不
要
。直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

久
留
米
調
停
協
会

☎
３
８
・
８
３
０
０

賃
貸
住
宅
ト
ラ
ブ
ル
相
談

日
時　

２
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

内
容　

賃
料
・
敷
金
・
修
繕
・
解

約
・
明
け
渡
し
な
ど
、民
間
住
宅

の
賃
借
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、司
法
書
士
が
電
話
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。相
談
無
料
。

相
談
・
問
合
せ
先

　

福
岡
県
司
法
書
士
会

☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１

労
働
に
関
す
る
相
談

　

解
雇
、賃
金
未
払
、職
場
の
い

じ
め
、セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
様
々
な

労
働
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。

相
談
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
水
曜
日
は
午
後
８
時
ま
で
電

話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
方
法　

面
談
ま
た
は
電
話

※
電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
受
付
も

行
い
ま
す
が
、回
答
は
面
談
ま
た

は
電
話
で
行
い
ま
す
。

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
。

面
談
会
場
・
問
合
せ
先

福
岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務

所

☎
３
０
・
１
０
３
４

chikugo-rso@
pref.fukuoka.

lg.jp久
留
米
市
合
同
会
社
説
明
会

日
時　

２
月
17
日
（
木
）

午
後
１
時
～
４
時

会
場

　

ハ
イ
ネ
ス
ホ
テ
ル
久
留
米

対
象
者　

新
卒
者
、一
般
求
職
者

参
加
企
業
掲
載
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.career-lead.

com
/godo/

問
合
せ
先

久
留
米
市
商
工
労
働
部
労
政
課

（
担
当　

出
雲
・
本
松
）

☎
３
０
・
９
０
４
６

FAX
３
０
・
９
７
０
７

若
者
の
就
職
支
援

対
象
者　

平
成
20
年
３
月
以
降

に
大
学
・
高
校
等
を
卒
業
し
、現

在
未
就
職
の
方

募
集
人
員　

１
，０
０
０
名

事
業
内
容　

２
カ
月
間
の
体
験

雇
用
を
実
施
し
、体
験
先
企
業
や

同
種
企
業
へ
の
就
職
を
支
援
。

給
与
等　

大
卒
等　

月
額
18
万
円
程
度

高
卒
等　

月
額
14
万
円
程
度

実
施
期
間　

３
月
末
ま
で

※
詳
細
は
福
岡
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
/pref.hukuoka.

lg.jp/f17/shinsotu-ouen.htm
l

※
体
験
雇
用
希
望
者
は
直
接
委

託
事
業
者
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
福
祉
労
働

部
労
働
局
労
働
政
策
課
就
業
支

援
係☎

０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
９
２

FAX
０
９
２
・
６
４
３
・
３
５
８
８

子
ど
も
の
養
育
費
等
に
関
す
る

法
律
相
談

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、母
子
家

庭
の
養
育
費
や
金
銭
の
貸
借
問

題
な
ど
の
生
活
上
の
問
題
に
関

す
る
弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時

（
昼
間
の
部
）
午
後
１
時
～
３
時

２
月
２
日
（
水
）・
３
月
２
日
（
水
）

（
夜
間
の
部
）
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

２
月
９
日
（
水
）・
23
日
（
水
）・

３
月
９
日
（
水
）・
23
日
（
水
）

会
場　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

申
込
方
法　

相
談
日
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
（
先

着
１
日
４
人
・
相
談
時
間
30
分
程

度
）。

申
込
先

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
絡
会

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
２
２

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の

就
労
支
援

　

町
在
住
の
母
子
家
庭
の
お
母

さ
ん
（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）

を
対
象
に
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連

携
し
て
就
労
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
な
お
、面
談
は
大
刀
洗
町
役
場

健
康
福
祉
課
で
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

養
育
費
の
電
話
相
談

　

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
又
は

離
婚
協
議
中
の
方
を
対
象
に
養

育
費
の
電
話
相
談
業
務
を
実
施
。

受
付
時
間　

平
日
の
午
前
９
時

～
午
後
４
時

問
合
せ
先　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
９
３
１

子
育
て
女
性
の
就
職
支
援

　

就
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
就

業
相
談
・
各
種
情
報
提
供
か
ら
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
、子

育
て
に
理
解
が
あ
る
求
人
企
業

の
開
拓
・
就
職
あ
っ
せ
ん
ま
で
一

貫
し
て
支
援
し
ま
す
。

　

将
来｢

働
き
た
い｣

と
思
っ
て

い
る
方
も
今
か
ら
出
来
る
こ
と

を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

時
間　

平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

※
無
料
・
秘
密
厳
守

　

電
話
相
談
ま
た
は
会
場
で
の

相
談
（
要
予
約
）

会
場
・
問
合
せ
先

　

筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

☎
３
８
・
７
５
７
９

試
験
・
資
格
・
職
業
訓
練

訓
練
生
募
集

募
集
科
名　

建
築
科
（
１
年
間
）

締
切　

２
月
25
日
（
金
）
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選
考
日　

３
月
11
日
（
金
）

応
募
資
格　

平
成
23
年
３
月
卒

業
予
定
者
（
中
学
・
高
校
・
短
大
・

大
学
）、中
学
校
卒
業
後
の
未
就

職
者
お
よ
び
離
転
職
者
。

経
費　

授
業
料
は
無
料
。但
し
、

教
科
書
代
等
の
経
費
と
し
て

６
万
円
程
度
が
必
要
。

問
合
せ
先　

福
岡
県
立
久
留
米

高
等
技
術
専
門
校　

訓
練
課

（
担
当　

村
岡
）

☎
３
２
・
８
７
９
５

FAX
３
２
・
８
７
９
３

http://w
w
w
.fukuoka-

kunren.net/

職
業
訓
練
生
募
集

コ
ー
ス
名/

日
時/

受
講
料/

内
容

①
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習/

２
月

20
日
・
27
日
の
日
曜
日 

午

前
８
時
45
分
～
午
後
５
時/

９
千
円/

福
岡
労
働
局
長
登

録
教
習
（
登
録
番
号
第
24
号
）

/

先
着
30
名

②
ワ
ー
ド
１
週
間
コ
ー
ス/

３
月
７
日
（
月
）
～
11
日

（
金
）　

午
後
１
時
～
５
時/

１
万
６
千
円/

ワ
ー
ド
の
基

本
を
短
時
間
で
学
ぶ/

先
着

19
名

第
20
回
記
念
ひ
ば
り
ロ
ー
ド

ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
道
路
使
用
に
つ
い
て

　

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
、左
図
の

道
路
を
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。

　

大
会
当
日
の
通
行
に
つ
い
て

は
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

日
時　

２
月
11
日
（
金
・
祝
）

午
前
９
時
～
午
後
１
時
頃
ま
で

会
場　

役
場 

西
側
周
辺

※
参
加
申
込
み
受
付
は
終
了
し

ま
し
た
。大
会
当
日
の
申
込
み

は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

ひ
ば
り
ロ
ー
ド
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
大
刀
洗
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
７
７
・
２
６
７
０

FAX
７
７
・
２
７
２
０

端
間
方
面

久留米方面

甘木方面

西
日
本
鉄
道
　
甘
木
線

西
鉄 

大
堰
駅

県
道
　
中
尾
・
大
刀
洗
線

陣
　
屋
　
川

大刀洗町
役　場

カントリー
エレベーター

県道　鳥栖・朝倉線

大会主会場

使用道路

２km低学年の部
 10：00スタート
２km高学年の部（男子）
 10：20スタート
２km高学年の部（女子）
 10：40スタート
健康マラソン
 11：00スタート
３kmの部（男性）
 11：30スタート
３kmの部（女性）
 12：00スタート
５kmの部
 12：30スタート

Ａ
コ
ー
プ

大
刀
洗勤

労
者
体
育

       

セ
ン
タ
ー

大刀洗
中学校

国道 322号

ひばりロードふれあいマラソン大会
競技コースとして使用する道路

メ
イ
ン
会
場
は
、
大
刀
洗
町
役
場 

駐
車
場
。

全
種
目 

ス
タ
ー
ト
は
、
大
刀
洗
町
役
場 

北
門
前
町
道
。

ゴ
ー
ル
は
、
メ
イ
ン
会
場 

本
部
席
前
で
す
。

お
詫
び
と
訂
正

広
報
た
ち
あ
ら
い
１
月
号
に

間
違
い
が
あ
り
ま
し
た

５
ペ
ー
ジ
下
段

誤　

老
齢
基
礎
年
金
の
算
出

に
あ
た
っ
て
は
３
分
の

１
に
減
額
と
な
り
ま
す
。

正　

老
齢
基
礎
年
金
の
算
出

に
あ
た
っ
て
は
２
分
の

１
に
減
額
と
な
り
ま
す
。

９
ペ
ー
ジ
名
簿

正　

長
野　

繁
夫
さ
ん
（
新

任
）

　
　

平
田　

眞
裕
美
さ
ん（
再

任
）

　
　

中
原　

藏
さ
ん
（
再
任
）

28
ペ
ー
ジ
商
工
会
女
性
部

誤　

部
長
の
平
田
さ
ん

正　

部
長
の
中
山
絹
代
さ
ん

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

③
エ
ク
セ
ル
１
週
間
コ
ー
ス/

３
月
14
日
（
月
）
～
18
日

（
金
） 

午
後
１
時
～
５
時/

１
万
６
千
円/

エ
ク
セ
ル
の

基
本
を
短
時
間
で
学
ぶ/

先

着
19
名

対
象
者

い
ず
れ
も
初
心
者
対
象

会
場　

①
は
久
留
米
人
材

開
発
セ
ン
タ
ー

②
③
は
久
留
米
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

☎
４
４
・
５
２
０
１

FAX
４
３
・
２
９
６
４

催
し
物

 

ふ
く
お
か“
き
ず
な
”

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
０

日
時　

２
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

会
場　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

内
容　

講
演
会
、親
子
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
、食
バ
ザ
ー

※
入
場
無
料

問
合
せ
先

福
岡
県
地
域
福
祉
財
団
振
興
課

☎
０
９
２
・
５
８
２
・
２
３
９
６

FAX
０
９
２
・
５
８
２
・
２
４
１
５

http://w
w
w
.fp-kikin.or.jp
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風
浪
宮
大
祭

期
間　

２
月
９
日
（
水
）

～
11
日
（
金
・
祝
） 

会
場　

風
浪
宮
・
大
川
公
園 

※
期
間
中
は
西
鉄
柳
川
駅
か
ら

参
拝
直
行
無
料
バ
ス
が
運
行
さ

れ
ま
す
。 

問
合
せ
先　

風
浪
宮
社
務
所

☎
０
９
４
４
・
８
７
・
２
１
５
４

FAX
０
９
４
４
・
８
７
・
８
５
４
３

浮
羽
み
ざ
れ
太
鼓
保
存
会

30
周
年
記
念
公
演

期
日　

２
月
10
日
（
木
）

～
11
日
（
金
・
祝
） 

会
場　

う
き
は
市
民
ホ
ー
ル 

林
田
ひ
ろ
ゆ
き
＆
Ｚ
Ｉ
‐
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｇ
公
演
＝
10
日
午
後
７
時
開

演
（
前
売
券
一
般
３
，
０
０
０

円
、
当
日
券
３
，
５
０
０
円
他
）、

16
チ
ー
ム
出
演
の
冬
の
太
鼓
祭

り
＝
11
日
午
前
10
時
～
午
後
５

時
（
入
場
無
料
） 

問
合
せ
先

　

う
き
は
市
農
林
・
観
光
課

☎
０
９
４
３
・
７
５
・
４
９
７
５

FAX
０
９
４
３
・
７
５
・
３
１
１
４

城
島
酒
蔵
び
ら
き

日
時　

２
月
11
日
（
金･

祝
）

　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分 

会
場　

城
島
町
民
の
森
と
開
放

さ
れ
る
城
島
町
・
三
潴
町
・
大

善
寺
町
の
酒
蔵 

■
参
加
酒
蔵
■
花
の
露
・
有
薫
・

筑
紫
の
誉
・
比
翼
鶴
・
旭
菊
・
池
亀
・

萬
年
亀
・
杜
の
蔵
・
瑞
穂
錦 

※
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。

問
合
せ
先　

城
島
酒
蔵
び
ら
き
実
行
委
員
会

☎
６
２
・
３
１
４
１

FAX
６
２
・
６
９
５
６

節
分
祭

期
日　

２
月
11
日
（
金
・
祝
） 

会
場

　

如
意
輪
寺
（
小
郡
市
横
隈
） 

※
午
後
２
時
か
ら
豪
華
景
品
が

当
た
る
豆
ま
き
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

如
意
輪
寺

☎
７
５
・
５
２
９
４

う
き
は
祭
り

あ
る
き
ん
ぐ
フ
ェ
ス
タ

期
日　

２
月
11
日
（
金
・
祝
）

～
12
日
（
土
）

会
場　

藤
波
ダ
ム
公
園

　
「
歩
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
正

し
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム

や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
専
門
家
が
指
導
し
、
散
策

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。
会
場
に

は
、
特
産
品
の
販
売
な
ど
の
バ

ザ
ー
、
地
元
食
材
た
っ
ぷ
り
の

大
鍋
、
筑
後
川
温
泉
の
源
泉
を

使
っ
た
足
湯
コ
ー
ナ
ー
、
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
の
和
太
鼓
や
ダ
ン

ス
の
シ
ョ
ー
も
楽
し
め
ま
す
。 

問
合
せ
先

　

う
き
は
市
農
林
・
観
光
課

☎
０
９
４
３
・
７
５
・
４
９
７
５

FAX
０
９
４
３
・
７
５
・
３
１
１
４

第
19
回
小
郡
音
楽
祭

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
ｉｎ
お
ご
お
り
」

日
時　

２
月
13
日
（
日
） 

午
前
９
時
55
分
開
演

入
場
料　

無
料

会
場
・
問
合
せ
先　

　

小
郡
市
文
化
会
館

☎
７
２
・
３
７
３
７

第
６
回 

久
留
米
音
楽
の

祭
典 

郷
土
音
楽
家
の
夕
べ

期
日　

２
月
27
日
（
日
） 

午
後
１
時
開
場

午
後
２
時
開
演

会
場　

石
橋
文
化
ホ
ー
ル

第
１
部　

筝
曲
ス
テ
ー
ジ

第
２
部　

ジ
ョ
イ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

第
３
部　

吹
奏
楽
ス
テ
ー
ジ

入
場
料

　

千
円
（
前
売
り
５
０
０
円
）

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

久
留

米
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
、岩
田
屋

久
留
米
店
、木
下
楽
器
店
、ロ
ー
ソ

ン
チ
ケ
ッ
ト
、チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
、そ

よ
風
ホ
ー
ル
、北
野
公
民
館

問
合
せ
先　

久
留
米
音
楽
の
祭

典
実
行
委
員
会☎

３
０
・
９
２
２
４

FAX
３
０
・
９
７
１
８

第
42
回
七
夕
市

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

３
月
５
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

会
場　

小
郡
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
西
側
広
場

※
雨
天
時
中
止 

問
合
せ
先

　

七
夕
市
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
７
２
・
２
１
１
１

（
内
線
１
４
２
）

第
29
回
古
賀
政
男
記
念

「
大
川
音
楽
祭
」

日
時　

３
月
６
日
（
日
） 

正
午
開
演

会
場　

大
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

ゲ
ス
ト
歌
手　

　

岡
千
秋
、西
尾
夕
紀　

入
場
券
（
全
席
指
定
）　

　

A
席
＝
２
，５
０
０
円

　

B
席
＝
２
，０
０
０
円 

問
合
せ
先　

古
賀
政
男
記
念
館

☎/

FAX
０
９
４
４
・
８
６
・
４
１
３
３

第
19
回
筑
後
吉
井

お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り

期
間　

２
月
10
日
（
木
）

～
４
月
３
日
（
日
） 

会
場　

白
壁
通
り
他 

　

ひ
な
こ
け
し
の
絵
付
け
や
和

ろ
う
そ
く
作
り
な
ど
の
体
験
イ

ベ
ン
ト
も
多
数
あ
り
ま
す
。日

時
・
参
加
費
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。 

問
合
せ
先

う
き
は
市
観
光
協
会
吉
井
支
局

☎
０
９
４
３
・
７
６
・
３
９
８
０

FAX
０
９
４
３
・
７
６
・
４
０
３
９

ち
く
ご
路
か
わ
ら
版

︿
ち
く
ご
遊
学
﹀http://w

w
w
.kttnet.co.jp/kurum

e-koiki/
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行事予定表 ２月

日 月 火 水 木 金 土
1/30 31 2/1 2 3 4 5

心配ごと相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

３才児健診
対象者：平成19年12月～

平成20年１月生
受　付：午後１時15分～

２時15分
健康管理センター

離乳食教室
対象者：離乳食につい
て知りたい方
受　付：午前9時30分～

11時30分
健康管理センター
(要予約)

子ども料理教室
A班
午前10時～

午後０時30分
中央公民館調理室

6 7 8 9 10 11 12

郷土史学級
午前９時30分～

11時30分
中央公民館第１研修室

乳幼児学級
午前10時～正午
中央公民館調理室
リハーサル室(託児)

心配ごと・交通事
故相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

９～11か月児健診
対象者：平成22年３月

～５月生
受　付：午後１時15分

～２時15分
健康管理センター

建国記念の日

第20回記念ひば
りロードふれあい
マラソン大会
午前９時～
役場及び西側周辺道
路

チャレンジ教室
(全学年)
青少年科学館訪問
午前９時～
中央公民館ロビー集合

13 14 15 16 17 18 19

本郷婦人学級
午前９時～
ふれあいセンター

菊池婦人学級
午前９時30分～
就業改善センター

心配ごと・母子・寡
婦・障がい者相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

菊池婦人学級
（SAKURA組）
午前９時30分～
西大刀洗公民館

いじめや
困りごと相談
午前10時～午後３時
ぬくもりの館

子ども料理教室
B班
午前10時～

午後０時30分
中央公民館調理室

20 21 22 23 24 25 26

ジャズコンサート
午後３時開演
大刀洗ドリームセン
ター

歩こう会
午前９時30分集合
本郷ふれあいセンター

地域包括支援セン
ター福祉相談
午後１時～２時30分
地域包括支援センター
(健康福祉課内)

郷土史学級
午前9時30分～

11時30分
中央公民館第１研修室

予防接種(ポリオ投
与)
対象者：３か月～90か

月未満児
受　付：午後１時15分

～２時15分
健康管理センター

心配ごと・行政相
談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

チャレンジ教室
(高学年)
九州エネルギー館ほか
午前８時45分～
中央公民館ロビー集合

27 28 3/1 2 3 4 5

パパママ学級
対象者：これからパパ

ママになる方
受　付：午前９時30分

～11時30分
健康管理センター(要
予約)

心配ごと相談
午前９時～正午
ぬくもりの館

教育相談
午後１時～５時
ぬくもりの館

子ども料理教室
A班
午前10時～

午後１時30分
中央公民館調理室

医療機関名 住所・電話番号・FAX
丸 山 病 院 小郡市山隈 273 － 11　              ☎ 73 － 0011　FAX 73 － 0014
嶋 田 病 院 小郡市小郡 217 － 1　                 ☎ 72 － 2236　FAX 73 － 3313
小郡三井医師会休日診療センター 小郡市上岩田 1246　                  ☎ 72 － 5534　FAX 73 － 1559
き の し た 小 児 科 ク リ ニ ッ ク 小郡市小板井 440 － 7　　　　　　☎ 72 － 6856　FAX 72 － 1186

小郡三井医師会　2月日曜祝日当番医
月　日 医療機関名（診療科）

2 月 6 日（日） 小郡三井医師会休日診療センター（内科）　丸山病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）
2 月 11 日（金・祝） 小郡三井医師会休日診療センター（内科）　嶋田病院（内科・外科）

2 月 13 日（日） 小郡三井医師会休日診療センター（内科）　嶋田病院（内科・外科）
2 月 20 日（日） 小郡三井医師会休日診療センター（内科）　丸山病院（内科）　嶋田病院（内科・外科）
2 月 27 日（日） 小郡三井医師会休日診療センター（内科）　嶋田病院（内科・外科）　きのした小児科クリニック（小児科）　
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中学１年生～高校１年生に相当する年齢　　
３回接種（初回、初回接種後１か月を目安に２回目、初回接種後６か月を目安に３回目）
＊現在、高校１年生の方については、６か月間で３回の接種を行うため、現在高校１年生の方は、H22年度
中に接種を終えることができないことから、H23年度に高校２年生になっても引き続き助成の対象となり
ます。（原則、H23年 3月 31日に１回以上接種を受けていることが要件）
＊接種日に大刀洗町民で予防接種を希望する方が対象となります。

・ヒブ（インフルエンザ菌 b 型）ワクチン
　①生後２か月～６か月児

　②生後７か月～ 11か月児　

　③１歳～４歳児

・小児用肺炎球菌ワクチン
　①生後２か月～６か月児

　

　②生後７か月～ 11か月児

　

　③１歳児

　④２～４歳児

＊接種日に大刀洗町の住民でない方、５歳児の方は、この事業の対象となりません。

４～８週間間隔で３回、３回目の接種後の１年後に１回

４～８週間間隔で２回、２回目の接種後の１年後に１回　　　

１回

27日以上の間隔で３回、３回目の接種後 60日以上の間隔をおいて

12～ 15か月児に 1回

27日以上の間隔で 2回、2回目の接種後 60日以上の間隔をおいて

12か月齢後に 1回

60日以上の間隔で 2回

1回

予診票・健康保険証等（本人確認のため）
母子健康手帳（子宮頸がん予防（HPV）ワクチン済証を貼る）
＊母子健康手帳が無い方は健康福祉課にて「予防接種手帳」を発行いたします。
　準備の都合上、事前に連絡ください。

予診票、母子健康手帳、健康保険証等（本人確認のため）
＊「その他の予防接種」を母子健康手帳に貼って持参ください。

①接種の際は、原則、保護者が同伴してください。
　同伴しない場合は全ての説明書をよく読み、予診票（保護者自署・緊急連絡先必ず）を記入のうえ必ず持参
させてください。
②母子健康手帳又は予防接種手帳（母子健康手帳が無い方用）が無いと、接種はできませんのでご注意ください。

任意の予防接種（子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌）
を開始しました 

（内線164・165）

１ 対象者･接種回数

１ 対象者･接種回数

2 持っていくもの

2 持っていくもの

３ 注意事項

子宮頸がん予防ワクチン

ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン

問合せ先 健康福祉課健康支援係　☎ 77-2266（内線 164・165）

●接 種 期 間
●接 種 費 用
●接種医療機関

平成23年１月１日～平成24年３月31日
自己負担なし
23ページを参照ください。
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医療機関名 電話番号 所在地 子宮頸がん 小児用肺炎球
菌・ヒブ

大
刀
洗
町

白石医院 77-0198 大刀洗町栄田 2109-2 ○ ○

やなぎ医院 77-0858 大刀洗町下高橋 18 ○ ○

大刀洗診療所 77-0220 大刀洗町高樋 1252-1 ○ ○

平和クリニック 77-1307 大刀洗町高樋 2499-21 ○ ○

名取医院 77-0128 大刀洗町西原 1-1 ○ ○

小
郡
市

赤松医院 72-2519 小郡市干潟 680 ○

井手胃腸科内科医院 73-1112 小郡市上西鯵坂 10-1 ○ ○

牛嶋産婦人科クリニック 73-3955 小郡市小板井 494-1 ○

梯　医院 72-2800 小郡市祗園 1-4-3 ○ ○

河原内科クリニック 41-2330 小郡市小郡 670-1 ○

きのした小児科クリニック 72-6856 小郡市小板井 440-7 ○ ○

黒岩医院 72-3077 小郡市二タ 1264-4 ○ ○

さとう産婦人科 75-5366 小郡市津古 1210 ○

高橋クリニック 23-0777 小郡市美鈴が丘 5 丁目 12-6 ○ ○

ときえだクリニック 75-8828 小郡市津古 485-19-1F ○ ○

富安医院 73-1271 小郡市松崎 764 ○ ○

中原内科クリニック 75-8021 小郡市三国が丘 1 丁目 13 ○

林整形外科クリニック 75-8008 小郡市三国が丘 1 丁目 50-2 ○ ○

古川医院 72-2415 小郡市小郡 330-18 ○ ○

仏坂内科医院 75-7802 小郡市三沢 4225-28 ○

松尾医院 72-2011 小郡市小板井 279 ○ ○

松隈産婦人科クリニック 73-3511 小郡市小郡 1504-8 ○

丸山病院 73-0011 小郡市山隈 273-11 ○

矢野内科胃腸科医院 72-3191 小郡市大保 1592-20 ○

山下こどもクリニック 41-7400 小郡市横隈 735-5 ○ ○

久
留
米
市
北
野
町

大城診療所 78-2117 久留米市北野町乙吉 2 ○ ○

石田医院 78-3295 久留米市北野町中 3286-2 ○ ○

蒲池医院 78-3065 久留米市北野町今山 129-2 ○ ○

田中内科医院 78-4156 久留米市北野町今山 639-5 ○ ○

まつゆき小児科医院 78-3105 久留米市北野町今山 471 ○ ○

田中まさはるクリニック 41-3535 久留米市北野町今山 516-1 ○ ○

予防接種 ( 子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌）医療機関一覧

※必ず事前に予約してください。 （H23.1.17 現在）
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〜ながく無理なく楽しい運動〜

今回は、イスを使ったストレッチを紹介します。

　三日坊主になってしまうような運動は、自分にあっていません。
１つの運動ではなく、途中で変えてもいいので、「ながく・無理なく・
楽しく」続けられる足腰をつかう運動をしましょう。

　このときに上下に反
動をつけないようにし
てください。反動をつ
けると、筋肉を急に伸
ばすので収縮してしま
います。
　同じ姿勢で15 ～20
秒続けるとふくらはぎ
から、アキレス腱、足の
裏が伸びます。

　この猫のポー
ズ で 背 中 か ら
腰、お尻、ふくら
はぎまで、伸び
ます。

武藤先生の健康づくりのお話③

こちら包括支援センターです
　在宅介護、介護保険、悪徳商法、借金、成年後見制度など、生活の相談を専門職員が受け付けます。電話、
匿名でも相談可能です。相談無料、秘密厳守します。

日　　時／２月21日（月）　午後１時～２時30分	 相談時間／一人20分程度

会　　場／健康福祉課	 連 絡 先／☎77-2266（内線163）

賞
（
苗
）も
配
布
し
ま
す
。

日
時　

４
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　

役
場
玄
関
前

募
集
内
容

①
ご
自
慢
の
花
壇
を
公
開
し
て

い
た
だ
け
る
方
（
個
人
・
団
体
）

②
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
、お
庭

を
観
賞
す
る
方
（
先
着
30
名
）

申
込
先　

い
き
い
き
幸
せ
大
刀

洗
事
務
局
（
健
康
福
祉
課
）

☎
７
７
・
２
２
６
６

FAX
７
７
・
３
０
６
３

い
き
い
き
幸
せ

大
刀
洗
だ
よ
り

第
３
回
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
・

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

参
加
募
集

　

町
内
の
花
壇
（
個
人
・
団
体
）

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
巡
り
な
が

ら
観
賞
し
ま
す
。区
域
ご
と
に

コ
ー
ス
を
設
定
し
、離
れ
た
場
所

へ
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し

ま
す
。参
加
い
た
だ
け
る
個
人
・

団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。参
加

①ふくらはぎ、アキレス腱のストレッチ ②猫のポーズ

H23.2 広報たちあらい 24



久留米広域消防本部三井消防署
☎７２－５１０１

こちら119
119 番通報のポイント

皆さんの日常生活の中で、１１９番をかけなくてはならない事態に陥ることは、そう何度もありません。それゆえ、
気が動転し、落ち着いて通報できなくなることがあります。

「いざ」という時に備え、正確な１１９番ができるよう日頃から手順などを確認しておきましょう。

通報後は、久留米広域消防本部情報指令課（久留米市東櫛原町）から、かけ直す事がありますので、出来るだけ電話
を使用しないでください。また、携帯電話の電源は切らないでください。

※携帯電話からの通報は、近隣地域の消防本部につながることがあります。このような場合には、通報地点を管轄する
消防本部へ 119 番通報の転送が行われますので、市町名からはっきりと伝えてください。

●１１９番は久留米広域消防本部（久留米市）で受け付けています。
●１１９番受付員が必要なことを順に尋ねますので、それに応じる形で、落ち着いて
はっきり正確に答えましょう。

火事です。

火災通報者

119 番消防です。火事ですか、救急ですか？

119 番受付員

救急です。

救急通報者

○○が燃えています。

※状況により、上記以外のことを尋ねたり、初期消
火をお願いする場合があります。

何が燃えていますか？ 住所を教えてください。

○町△ □番地で、目
標は○○です。

※状況により、上記以外のことを尋ねたり、応急手
当をお願いする場合があります。

○町△ □番地で、目
標は○○です。 住所を教えてください。 どうされましたか？

○○（誰）が、○○○
（どうした）です。

○○から炎が見えます。

どこから火が見えますか？ 男性ですか、女性ですか？

男性です。（女性です。）

名前は○○です。電話
番号は○○－○○○○

あなたの名前と今おかけの電話番号を教えてくだ
さい。

名前は○○です。電話
番号は○○－○○○○

「はい」又は、「避難を
手伝っていますので出
来ません」等を伝えて
ください。

はい、わかりました。サイレンの音が近づいたら
合図して、案内してください。

「はい」又は、「出来ま
せんので玄関から入っ
てください」等を伝え
てください。
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１
月
９
日(

日)

、
大
刀
洗
ド
リ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
平
成
23
年
大
刀
洗
町
成
人
式
を

開
催
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
長
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
か

ら
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
成
人
を
代
表
し
て
古
賀
貴き

え恵
さ
ん
が
、
失

敗
を
恐
れ
ず
に
前
進
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
原
夏な
つ
き輝
さ
ん

が
、
今
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
や
友
人
、
周

囲
の
方
々
に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
典
の
後
は
、
展
示
ホ
ー
ル
に
て
実
行
委
員

が
企
画
し
た
恩
師
く
じ
引
き
ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
給
食
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー﹃
ま

ぐ
ろ
の
か
り
ん
と
う
が
ら
め
﹄
と
﹃
ほ
う
れ
ん

草
と
鮭
の
サ
ラ
ダ
﹄
や
ケ
ー
キ
、
テ
ー
ブ
ル
フ

ラ
ワ
ー
な
ど
が
パ
ー
テ
ィ
に
花
を
添
え
て
い
ま

し
た
。
恩
師
や
友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、

写
真
を
撮
り
あ
っ
た
り
近
況
を
報
告
し
た
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

成人代表　宮原夏輝さん▲給食おいしいね 成人代表　古賀貴恵さん

▲吹奏楽部のメンバーで

▲会場へ向かう新成人たち▲成人式実行委員のメンバー▲景品、取ったどー !!

▲久しぶりの恩師との再会▲懐かしの給食

▲みんなで　はい、チーズ！▲会場の前でピース！

平成 23年 大刀洗町成人式
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①氏名（敬称略）②将来の夢・目標③大刀洗町に一言

①宮原　夏輝
②立派な看護師を目指
します
③町民が安全安心に暮
らせる町にしてくだ
さい

①田中　沙季
②信頼される看護師に
なりたい
③みんなの笑顔があふ
れるような町にして
ください

①堀内　雄多郎
②自分の好きなお店で
働きたい
③これからもよろしく
お願いします

①大場　雅仁
②夢を持つことが目標
③いつまでも自然豊か
な町でありつづけて
ください

①辻　有紀子
②立派な大人になりた
い。いや、なる !!
③好きです。大刀洗 !!

①久次　義昭
②就職先で早く一人前
になりたい
③大刀洗に帰ってきて
良かったと思える町
であって欲しいです

①平塚　雄太
②しっかりとした大人
になりたい
③自然いっぱいの大刀
洗町が好きです！

①原　憲志郎　
②中学校の社会の先生
③こんな素晴らしい町
は他にはない。これ
からも元気な町にし
てください

①平田　美咲
②素敵な大人になりた
い
③大刀洗町、大好きで
す

①秋吉　由貴
②サクソフォーン奏者
③町内にバスを通して
ください

①棚町　有果
②人と人をつなぐ仕事
がしたい
③いつまでも緑があふ
れる町であって欲し
いです

①山口　一静
②工場長
③ちっちゃな町だけ
ど、すごく大きな素
敵な思い出がつまっ
た場所です

①平田　大地
②研究者
③とてもいい町！帰っ
て来るたびに実感し
ます

①大浦　寛明
②世界中を旅する
③この町に生まれて誇
りに思います。100
年先も変わらぬ大刀
洗町を ･･･

①渡邊　紗衣
②立派な看護師になり
ます
③いつまでも自然豊か
な大刀洗町でありま
すように ･･･

①太田　蓉子
②子どもに負けないく
らい元気な保育士
③事故のない町を目指
していきましょう

上
靴
い
れ
た
の
だ
れ
～
？

インタビュー新 成 人 に

こんな事も　　あったね

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
終
了
後
、
菊
池
小

学
校
出
身
者
は
、
卒
業
前
に
校
庭
の

隅
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
取

り
出
す
た
め
、
集
ま
り
ま
し
た
。
中

か
ら
は
、
当
時
の
思
い
出
が
い
っ
ぱ

い
。
日
記
や
作
品
、
モ
ー
ニ
ン
グ
娘

の
写
真
な
ど

好
き
だ
っ
た

も
の
や
、
な

ん
と
ワ
イ
ン

も
出
て
き
ま

し
た
。

27 H23.2 広報たちあらい



福
岡
県
消
防
協
会
三
井
支
部

消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。１

月
10
日
（
月
）
午
前
10
時

よ
り
、
三
井
消
防
署
三
井
出
張

所
訓
練
場
に
お
い
て
、
雪
の
舞

う
中
、
大
刀
洗
町
消
防
団
員
90

名
、
三
井
消
防
署
員
30
名
の
参

加
に
よ
り
、
厳
粛
の
中
に
も
規

律
正
し
く
力
強
く
分
列
行
進
や

操
法
展
示
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
日
本
消
防
協
会
】
よ
り

﹃
竿か

ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬
﹄　

大
刀
洗
町
消
防
団

【
福
岡
県
消
防
協
会
】
よ
り

﹃
優
良
団
員
﹄【
５
年
以
上
】

・
第
１
分
団

 
副
分
団
長　

青
木　

繁

・
第
２
分
団

 

機
械
班
長　

落
合
百
年

・
第
４
分
団

 

副
分
団
長　

中
島
秀
雄

・
第
４
分
団

 

班　
　

長　

古
賀
俊
晴

【
福
岡
県
操
法
大
会
出
場
者
】

・
第
１
分
団

 

機
械
班
長　

床
島
直
幸

・
第
１
分
団

 

機
械
員　

佐
藤
寛
士

・
第
１
分
団

 

機
械
員　

棚
町
清
隆

・
第
１
分
団

 

機
械
員　

平
田
秀
信

・
第
１
分
団

 

機
械
員　

堀
内　

学

・
第
１
分
団

 

機
械
員　

中
山　

信

・
第
１
分
団

 

団　

員　

平
田　

浩

【
福
岡
県
消
防
協
会

三
井
支
部
長
】
よ
り

﹃
感
謝
状
授
与
﹄

・
三
井
消
防
署
司
令
補

 

松
田
和
久

・
三
井
消
防
署
副
士
長

 

稲
富　

健

表
彰
関
係
者
の
紹
介

消
防
出
初
式

▲竿頭綬受彰

▲行進する第１分団
▲消防操法  県大会出場者

▲勤続５年以上の団員
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　　　四ヶ所茉優さんの感謝状

｢お母さんありがとう。

私が言うとお母さんは、『どうしたの。』と聞いたね。私ははずかしくなっ

たよ。家庭科の宿題で家の仕事をやってみて、初めて、お母さんの苦労

が分かったよ。だから思いきって言ってみたんだよ。ありがとう。お母さ

ん。」

｢世界一短い感謝状｣で個人･学級賞受賞
昨年に行われたRKBラジオキャンペーン｢第20回ありがとう

世界一短い感謝状｣で、18,256作品の応募の中から大堰小5年

の四ヶ所茉
ま ゆ う

優さんが個人賞を、6年生27人が学級賞を受賞しまし

た。

このキャンペーンは、ふだん言えない感謝の言葉をラジオを通

じて伝えようという目的で始まったもので、家族や友人・自然など

に対する感謝を伝えています。

ちゃお²がクリスマスの贈り物
12月６日(月)、子育てボランティアちゃお²が「子育て応援講座第

２回」を開催しました。この講座は、ちゃお²が県の子育て支援モ

デル事業助成金により計画・実施したもので、ちゃお²が託児を引

き受ける中、子育て中のお母さん16名がおしゃれなクリスマスリー

スを作りました。

12月22日(水)には子育て支援センターちゃおのクリスマス会が

開かれ、ちゃお²もこの日のために練習したブラックシアター「あわ

てんぼうのサンタクロース」を披露、子どもたちの大好きなアンパンマン体操を一緒に踊りました。またクリス

マス会にかけつけた（？）アンパンマンに大喜びする子や泣き出す子、記念撮影をするママたちなどいろいろ

な表情が見られ、ちゃお²からのうれしいプレゼントになりました。

咲かせよう　チューリップの花
12月20日(月)、大刀洗小学校の1・２年生がチューリップの球根

を植えました。球根は、㈱平田ナーセリー代表取締役　平田雅典

さんから寄贈されたもので、町内の4小学校に100個ずついただき

ました。

児童たちは、チューリップが咲くころ入学してくる新入生に喜んで

もらうため、水やりなど心をこめてお世話しています。
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ち
ゃ
お
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

12
月
22
日
（
水
）

た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
の
参

加
が
あ
り
、
サ
ン
タ
さ
ん
と
一

緒
に
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会
を

過
ご
し
ま
し
た
。

子
育
て
講
座

12
月
９
日
（
木
）

「
簡
単
で
お
い
し
い
お
や
つ
作
り
」

広
場
「
ち
ゃ
お
」

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

親
子
の
ふ
れ
あ
い
又
保
護
者

同
士
の
交
流
の
場
と
し
て
、
い

つ
で
も
好
き
な
時
間
に
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
。

「
２
月
の
親
子
あ
そ
び
」

折
り
紙
（
鬼
）

鬼
の
折
り
紙
を
ま
す
に
貼
っ

て
、
元
気
に
豆
ま
き
を
し
ま
す
。

子
育
て
講
座　

「
親
子
３
Ｂ
体
操
」

講
師　

宮
崎　

昭
子
先
生

日
時　

２
月
14
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
参
加
費
５
０
０
円
当
日
集
め

ま
す
（
託
児
無
料
で
す
）。

「
ち
ゃ
お
の
誕
生
会
」

２
月
21
日
（
月
）

２
月
生
ま
れ
の
誕
生
会
を
し

ま
す
。

誕
生
者
の
お
友
達
に
は
、
誕

生
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

「
親
子
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
す

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
」
開
催

日
時　

２
月
３
日
（
木
）・

17
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
り
す
ル
ー
ム
）

子
育
て
中
の
方
、
参
加
無
料

で
申
込
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

親
子
で
ゆ
っ
く
り
一
日
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
日
は
広
場
ち
ゃ
お
は
、

あ
り
ま
せ
ん
。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
広 場 ぐるりん ぱ

（大）
子育て支援
センター

子育て相談
フリースペース

ほっとタイム
( 栄養・子育て）

園庭開放
海の星保育園

6 7 8 9 10 11 12
広場ちゃお 広 場 ぐるりん ぱ

（就）
おはなし会
親子あそび

子育て相談 建国記念の日 子育て支援
センター

13 14 15 16 17 18 19
子育て講座
親子３Ｂ体操

広 場 ぐるりん ぱ
（南）

園庭開放
本郷保育園

子育て相談
フリースペース

ほっとタイム
( 栄養・子育て）

園庭開放
大刀洗保育園

20 21 22 23 24 25 26
広場ちゃお
ちゃおの誕生会

広 場 ぐるりん ぱ
( ふ）

おはなし会
親子あそび

子育て相談 ベビーちゃお
(7～12 か月まで)

園庭開放
本郷保育園

27 28
( 大 ) 大堰交流センター　　　　( 就 ) 就業改善センター
( 南 ) 南部コミュニティセンター　　( ふ ) ふれあいセンター

広場ちゃお

2 月の行事予定

サンタさん
プレゼント ありがとう

おたんじょうび おめでとう

No.53
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12
月
18
日
（
土
）
に
ク
リ
ス
マ
ス

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
話
を
聞
い

た
り
歌
っ
た
り
と
楽
し
い
会
に
な
り

ま
し
た
。

日
時
　
２
月
５
日
（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
〜
３
時

会
場
　
大
刀
洗
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
第
一
研
修
室

内
容
　
・
楽
し
い
お
は
な
し
会

　
　
　
・
カ
ル
タ
会

一
般
書

「
首
都
感
染
」

高
嶋
　
哲
夫
　
著

二
〇
×
×
年
、
中
国
雲
南
省
で

致
死
率
六
〇
％
の
強
毒
性
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
出
現
。
中
国
当

局
に
よ
る
必
死
の
封
じ
込
め
も
破

綻
し
、
恐
怖
の
ウ
イ
ル
ス
が
世
界

に
、
そ
し
て
日
本
へ
と
向
か
っ
た
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
（
世
界
的
大
流
行
）
阻
止
の
た

め
、
日
本
政
府
は
…
。講

談
社
　
刊

児
童
書

「
コ
ん
ガ
ら
ガ
っ
ち

お
そ
る
お
そ
る
す
す
め
！
の
本
」

ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
　
作

お
れ
た
ち
、コ
ん
ガ
ら
ガ
っ
ち
。

い
ろ
ん
な
動
物
が
こ
ん
が
ら
が
っ

て
で
き
た
生
物
だ
。
い
る
か
と
も

ぐ
ら
が
こ
ん
が
ら
が
っ
た
「
い
ぐ

ら
」
と
一
緒
に
き
も
だ
め
し
に
出

か
け
な
い
か
い
？
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ピ
タ

ゴ
ラ
ス
イ
ッ
チ
」
の
ス
タ
ッ
フ
が

贈
る
、
何
通
り
も
楽
し
め
る
絵
本
。

小
学
館
　
刊

一
般
書

モ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
領
域
／
海
堂　

尊

天
使
の
報
酬
／
真
保　

裕
一

飛
水
／
高
樹　

の
ぶ
子

月
と
蟹
／
道
尾　

秀
介

漂
砂
の
う
た
う
／
木
内　

昇

ア
ン
ダ
ス
タ
ン
ド
・
メ
イ
ビ
ー
上
・
下
巻

／
島
本　

理
生

父
親
が
息
子
に
伝
え
る
17
の
大
切
な
こ
と

／
森　

浩
美

綾
戸
智
恵
、
介
護
を
学
ぶ
／
一
志　

治
夫

い
ち
ば
ん
よ
く
わ
か
る

　

か
ん
た
ん
か
わ
い
い
通
園
通
学
グ
ッ
ズ

／
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

お
金
の
流
れ
が
変
わ
っ
た
！
／
大
前　

研
一

児
童
書

ふ
ゆ
の
う
ま
／
手
島　

圭
三
郎

い
ち
に
ち
ぶ
ん
ぼ
う
ぐ

／
ふ
く
べ　

あ
き
ひ
ろ

ね
え
し
っ
て
る
？
／accototo

命
は
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
？

／
か
も
が
わ
出
版

し
ぜ
ん
に
タ
ッ
チ
！
へ
ん
し
ん
だ
い
ず
く
ん

／
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

帰
っ
て
き
た
「
は
や
ぶ
さ
」
／
今
泉　

耕
介

た
れ
耳
お
お
か
み
の
ジ
ョ
ン

／
き
む
ら　

ゆ
う
い
ち

ひ
ゅ
ー
ど
ろ
ど
ろ
か
べ
に
ゅ
う
ど
う

／
角
野　

栄
子

キ
ャ
ベ
た
ま
た
ん
て
い

　

ほ
ね
ほ
ね
き
ょ
う
り
ゅ
う
の
な
ぞ

／
三
田
村　

信
行

最
果
て
の
サ
ー
ガ　

１
・
２
巻

／
リ
リ
ア
ナ
・
ボ
ド
ッ
ク

合
計
341
冊

乳
幼
児
を
対
象
と
し
た
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
。
絵
本
と
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　
　
午
前
11
時
〜
11
時
半

場
所
　
図
書
館
お
は
な
し
会
コ
ー
ナ
ー

対
象
　
０
〜
３
才
児
と
そ
の
保
護
者

※
２
月
11
日
（
祝
）
は
ひ
ば
り
ロ
ー
ド
ふ
れ
あ
い

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
よ
り

﹁
お
話
会
﹂
開
催
し
て
い
ま
す

■２月のカレンダー

土・日・祝は午前10時～午後５時
火・水・金は午前10時～午後６時
　　印は木曜、午前10時～午後７時
　　印は休館日です。

開
館
時
間

日 月 火 水 木 金 土
2/1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
小
郡 

寄
贈
の

大
活
字
本
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

ク
リ
ス
マ
ス
会

カ
ル
タ
会
の
ご
案
内

赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

新 刊 図 書 案 内

昨
年
の
カ
ル
タ
会
の
様
子

人
形
劇

た
く
さ
ん

来
て
く
れ
ま
し
た
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平成22年2月5日生

平成22年2月24日生　A型平成22年2月27日生平成21年2月12日生平成22年2月5日生平成22年2月23日生　A型

平成22年2月10日生　B型平成22年2月23日生
久

く ぼ

保 友
ゆ な こ

菜子ちゃん（高樋）

隠
お ん づ か

塚 悠
ゆ う た

太くん（山隈） 黒
く ろ だ

田 莉
り お

央ちゃん（北山隈）佐
さ と う

藤 翼
つばさ

くん（守部）橋
は し も と

本 萌
も か

伽ちゃん（山隈）大
おおつか

塚 友
ゆ り あ

利愛ちゃん（西本郷）

永
な が と

戸 ゆうねちゃん（北鵜木）萩
は ぎ お

尾 健
け ん と

人くん（西大刀洗）

★好きな人　おじいちゃん・おばあちゃん
★特技　ふえふき

★チャームポイント　笑顔
★特技　バイバイ

★好きな食べ物　葉っぱのお野菜
★好きな人　いとこの泰

たい

ちゃん
★好きな食べ物　バナナ、みかん
★チャームポイント　笑顔

★好きな食べ物　さしみ
★好きな人　はるくん(兄)

★好きな食べ物　ヨーグルト
★好きな人　お兄ちゃん

★好きな人　竜太おにいちゃん
★特技　たくさん食べる

★好きな人　あやた兄ちゃん
★チャームポイント　前歯

次
の
方
か
ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
事
業
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

香
典
返
し
（
敬
称
略
）

中
島
　
政
吉
（
下
高
橋
）

	

亡
母
　
中
島
　
ヨ
シ
子

古
賀
　
隆
治
（
下
高
橋
）

	

亡
父
　
古
賀
　
倬
馬

中
原
　
康
彦
（
中
川
）

	

亡
父
　
中
原
　
廣
徳

牟
田
　
み
つ
子
（
春
日
）

	

亡
父
　
牟
田
　
博

山
田
　
和
枝
（
高
樋
）

	

亡
夫
　
山
田
　
泰
孝

平
城
　
英
子
（
守
部
）

	

亡
夫
　
平
城
　
隆
雄

安
丸
　
勝
一
（
山
隈
）

	

亡
母
　
安
丸
　
マ
モ
リ

仲
田
　
き
ぬ
子
（
北
山
隈
）

	

亡
夫
　
仲
田
　
道
雄

平
山
　
敬
（
東
本
郷
）

	

亡
母
　
平
山
　
冨
子

一
般
寄
付

㈳
小
郡
大
刀
洗
広
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

午後７時まで（祝日を除く）

取り扱う業務（担当課）
住民課、戸籍、印鑑証・登録、住民異動届、住基カー

ド、国民年金、国保、子ども手当、後期高齢者医

療、乳幼児・障がい者・ひとり親家庭等医療、ゴミ、

飼犬登録、転校手続（住民課）、母子手帳、障が

い者、保育園入退所、保育料納付（健康福祉課）、税・

使用料等納付（会計課）、下水道関係

（建設課）、町税納付相談（税務課）

問合せは各担当課まで

■
編
集
後
記

花
粉
症
の
方
に
は
辛
い
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
私
も
毎
年
悩
ま
さ
れ
る
の

で
す
が
、
昨
年
、
よ
う
や
く
自
分
に
合
っ

た
予
防
法
に
出
会
い
、
軽
い
症
状
で
済
み

ま
し
た
。
早
く
特
効
薬
が
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
今
年
は
例
年
に
な
く
花
粉

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で

症
状
が
な
か
っ
た
方
も
ご
注
意
を
。

㊍

毎週木曜日窓口延長

午前8時 30分～午後5時15分

役場の開庁時間
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